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自
動
車
・
電
機
・
鉄
鋼
な
ど
の
交
渉
経
過

自
動
車

　

今
春
闘
方
針
で
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
労
組

を
束
ね
る
自
動
車
総
連
は
賃
金
の
要
求
基
準

に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
組
合
が
賃
金
改
善
分

を
要
求
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
が
、「
最
大
限
の

結
果
が
得
ら
れ
る
要
求
基
準
を
検
討
し
た
結

果
」（
相
原
康
伸
・
自
動
車
総
連
会
長
）、
産

別
と
し
て
の
賃
金
改
善
分
の
統
一
的
な
額
や

率
は
示
さ
ず
、
そ
の
設
定
は
各
労
組
に
委
ね

る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
大
手

一
一
社
に
お
け
る
労
働
組
合
側
の
賃
上
げ
要

求
は
、
賃
金
改
善
分
四
〇
〇
〇
円
を
含
む
一

万
一
三
〇
〇
円
の
賃
上
げ
（
組
合
員
平
均
）

を
要
求
し
た
ト
ヨ
タ
を
除
き
、
最
終
的
に
は

す
べ
て
の
組
合
が
三
五
〇
〇
円
ま
た
は
三
五

〇
〇
円
相
当
の
賃
金
改
善
分
を
要
求
す
る
内

容
で
出
揃
う
こ
と
と
な
っ
た
（
表
１
）。

　

上
部
団
体
で
あ
る
自
動
車
総
連
の
下
で
統

一
交
渉
を
進
め
る
各
メ
ー
カ
ー
労
組
は
、
二

月
一
二
日
に
一
斉
に
要
求
書
を
経
営
側
に
提

出
。
二
月
一
九
日
以
降
、
毎
週
水
曜
日
に
計

三
回
、
統
一
交
渉
を
展
開
し
た
。

日
産
の
会
社
側
が
満
額
方
針
提
示

　

各
社
の
交
渉
で
最
初
に
具
体
的
な
動
き
が

表
れ
た
の
が
、
三
回
目
の
統
一
交
渉
が
あ
っ

た
三
月
五
日
の
直
後
。
日
産
の
会
社
側
が
組

合
側
の
賃
上
げ
要
求
（
平
均
賃
金
改
訂
原
資

と
し
て
平
均
九
五
〇
〇
円
）
に
対
し
て
満
額

で
応
え
る
方
針
で
あ
る
こ
と
を
早
々
と
表
明

し
た
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
た
。

　

三
月
八
日
、
中
央
生
活
闘
争
委
員
会
の
終

了
後
に
会
見
し
た
自
動
車
総
連
の
相
原
会
長

は
日
産
に
つ
い
て
、
報
道
さ
れ
た
と
お
り
、

回
答
日
に
満
額
回
答
が
正
式
に
示
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
説
明
。
た
だ
し
、
日
産
以
外
の

メ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
「
具
体
的
な
決
着
を

見
出
す
に
至
っ
て
い
る
状
況
で
は
な
い
」
と
、

楽
観
視
で
き
る
交
渉
状
況
に
な
い
こ
と
を
示

唆
す
る
と
と
も
に
、
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
に

表１　２０１４ 春季労使交渉の賃上げ・一時金回答
産別・企業・労組名
など 賃上げ回答 一時金回答

（年間）
一時金の
前年実績

自動車総連

トヨタ 1万円 244万円（6.8カ月） 5.0カ月+30万円

日産 平均賃金改訂原資
（9500円） 5.6カ月 5.5カ月

本田技研 2200円（賃金改善分） 5.9カ月 5.9カ月

マツダ 賃金引上げ1100円 5.3カ月 4.3カ月

三菱自工 賃金改善分2000円 5.0カ月 4.3カ月

スズキ

標準的に昇格・昇進した者
の昇給額は、昨年と同等水
準を維持する。賃金の改善
として800円

5.5カ月 5.3カ月

ダイハツ 賃金水準維持�
＋賃金改善分800円 5.5カ月 5.3カ月

富士重工 賃金体系維持分＋賃金改善
分2000円相当 6.0カ月 5.0カ月＋10万円

いすゞ 2500円（賃金改善分） 6.0カ月 5.4カ月

日野 定期昇給分＋賃金表改定分
（2100円） 6.0カ月 5.0カ月+10万円

ヤマハ発動機 賃金改善分2000円 5.5カ月 5.0カ月＋6万円

デンソー 8900円（うち賃金改善分
2000円）

5.0カ月＋41万円
(220万円) 192万円

アイシン精機 賃金体系維持＋2000円 5.0カ月＋30万円
(177万1000円) 162万4000円

トヨタ車体 賃金体系維持6500円＋賃金
改善分1000円 5.88カ月 173万円

カルソニックカンセイ 平均賃金改訂原資
6200円 5.1カ月 4.6カ月

曙ブレーキ工業 6306円 4.75カ月＋2.5万円 4.5カ月

日本発条 賃金制度改定原資
8350円 5.5カ月+α 5.5カ月+α

電機連合

日立製作所

開発・設計職（30歳相当）
2000円

170万612円
（5.62カ月）

160万3930円
（5.35カ月）

三菱電機 159万5000円
（5.74カ月）

145万2000円
（5.22カ月）

富士電機 159万1900円
（5.0カ月）

151万7200円
（4.8カ月）

パナソニックグルー
プ労連 （業績連動方式） 142万7700円

（4.0カ月）
東芝グループ連合・
東芝 （業績連動方式） 159万1000円

（4.88カ月）
全富士通労連・富士
通 （業績連動方式） 153万7400円

（4.4カ月）
ＮＥＣグループ連
合・日本電気 （業績連動方式） 150万3700円

（4.54カ月）

OKIグループ連合・
沖電気工業

147万1500円＋α
（4.5カ月＋α
（0.1カ月相当））

139万4000円
（4.25カ月）

安川グループユニオ
ン・安川電機 （業績連動方式） 164万380円

（5.00カ月）

明電舎 142万2625円
（4.7カ月）

121万4788円
（4.0カ月）

村田製作所 （業績連動方式） 夏季66万800円

オムロン （業績連動方式） 190万1000円

主要企業約１００社の賃上げ・一時金回答を交渉経
過も含めて、紹介する。なお、掲載した回答内容に
ついては、連合、金属労協（ＪＣＭ）のHPから引
用させていただくとともに、編集部の産別に対する
取材等をもとに作成した。� （調査・解析部）

主要100社の
賃上げ・一時金回答
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賃
上
げ
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
社
会
性
の
観

点
以
外
で
、
労
使
の
主
張
に
い
ま
だ
隔
た
り

が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

多
く
の
メ
ー
カ
ー
は
二
〇
〇
〇
円
台
で
決
着

　

日
産
の
満
額
回
答
（
賃
金
改
善
相
当
分
は

三
五
〇
〇
円
）
の
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
産
よ
り
も
今
期
業
績
の
よ
い
ト

ヨ
タ
の
会
社
側
が
い
く
ら
の
賃
金
改
善
分
を

組
合
側
に
提
示
す
る
の
か
が
注
目
さ
れ
る
展

開
と
な
っ
た
が
、
回
答
指
定
日
で
あ
る
一
二

日
が
近
づ
く
と
、
賃
金
改
善
分
二
七
〇
〇
円

と
い
う
数
字
が
新
聞
紙
上
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

結
局
は
こ
れ
ら
の
報
道
の
と
お
り
、
一
二

日
、
ト
ヨ
タ
で
は
一
万
円
（
賃
金
制
度
維
持

分
七
三
〇
〇
円
、賃
金
改
善
分
二
七
〇
〇
円
）

の
賃
上
げ
で
労
使
が
妥
結
。
ト
ヨ
タ
以
外
の

メ
ー
カ
ー
も
、
多
く
が
二
〇
〇
〇
円
台
の
賃

金
改
善
分
で
決
着
す
る
こ
と
と
な
り
、
ホ
ン

ダ
は
賃
金
改
善
分
二
二
〇
〇
円
（
平
均
）、

三
菱
自
動
車
工
業
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
は
賃
金

改
善
分
二
〇
〇
〇
円
（
同
）、
富
士
重
工
は

賃
金
改
善
分
二
〇
〇
〇
円
相
当
（
同
）、
い

す
ゞ
は
賃
金
改
善
分
二
五
〇
〇
円
（
同
）
で

労
使
が
折
り
合
っ
た
。

ス
ズ
キ
は
一
時
、
ベ
ア
ゼ
ロ
報
道
も

　

交
渉
が
も
つ
れ
た
の
が
軽
自
動
車
メ
ー

カ
ー
だ
っ
た
。
回
答
日
直
前
に
、
ス
ズ
キ
と

ダ
イ
ハ
ツ
の
経
営
側
が
ベ
ア
ゼ
ロ
を
回
答
す

る
方
針
と
の
報
道
が
あ
り
、
回
答
指
定
日
の

一
二
日
も
ス
ズ
キ
の
決
着
は
他
の
メ
ー
カ
ー

よ
り
も
遅
れ
、
夕
方
ま
で
も
交
渉
は
も
つ
れ

た
。
ダ
イ
ハ
ツ
が
賃
金
改
善
分
八
〇
〇
円
で

さ
き
に
決
着
し
、
ス
ズ
キ
も
最
終
的
に
は
ダ

イ
ハ
ツ
と
同
額
の
八
〇
〇
円
の
賃
金
改
善
で

労
使
合
意
に
至
っ
た
。

　

ト
ヨ
タ
な
ど
の
賃
金
改
善
実
施
は
六
年
ぶ

り
。
一
二
日
の
昼
、
自
動
車
総
連
の
相
原
会

長
は
大
手
メ
ー
カ
ー
の
回
答
内
容
に
つ
い
て
、

金
属
労
協
本
部
で
の
会
見
で
「
率
直
に
言
っ

て
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
の
好
循
環
に
向
け

た
着
実
な
一
歩
と
受
け
止
め
た
い
。
ベ
ア
が

あ
る
経
済
、
ベ
ア
が
あ
る
労
使
協
議
・
交
渉

に
向
け
て
の
扉
を
確
実
に
開
い
た
」
と
評
価
。

「
も
た
ら
さ
れ
た
回
答
は
、
わ
れ
わ
れ
の
率

直
な
要
求
、
主
張
を
経
営
者
と
し
て
真
正
面

か
ら
受
け
止
め
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

人
へ
の
投
資
、
こ
の
重
要
な
現
実
を
も
っ
て

最
大
限
の
回
答
が
な
さ
れ
た
」
と
述
べ
た
。

富
士
、
い
す
ゞ
、
日
野
が
六
カ
月
に
到
達

　

一
方
、
一
時
金
の
回
答
は
、
一
一
の
大
手

メ
ー
カ
ー
の
う
ち
ホ
ン
ダ
が
昨
年
と
同
水
準

（
年
間
五
・
九
カ
月
）
で
、
そ
れ
以
外
の
一

〇
メ
ー
カ
ー
は
す
べ
て
昨
年
実
績
を
上
回
る

水
準
で
妥
結
。
一
一
メ
ー
カ
ー
す
べ
て
が
五

カ
月
を
超
え
る
水
準
と
な
り
、
ト
ヨ
タ
が
年

間
二
四
四
万
円
、
日
産
は
五
・
六
カ
月
、
マ

ツ
ダ
は
五
・
三
カ
月
で
、
富
士
重
工
、
い
す
ゞ
、

日
野
が
い
ず
れ
も
六
・
〇
カ
月
と
な
っ
た
。

電　

機

　

今
春
闘
で
、
電
機
連
合
が
定
め
た
賃
上
げ

の
統
一
要
求
基
準
額
は
、三
〇
歳
の
「
開
発
・

設
計
職
基
幹
労
働
者
賃
金
」
で
四
〇
〇
〇
円

以
上
の
水
準
引
き
上
げ
（
個
別
ポ
イ
ン
ト
で

の
要
求
）。
電
機
連
合
に
よ
れ
ば
、
四
〇
〇

〇
円
以
上
と
い
う
要
求
水
準
は
、「
ま
っ
た
く

相
場
感
が
な
い
」（
有
野
正
治
・
電
機
連
合
委

員
長
）
な
か
、
他
産
別
の
動
向
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
設
定
し
た
と
い
う
。

　

電
機
連
合
の
中
央
闘
争
組
合
を
構
成
す
る

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
一
二
組
合
の
三
〇
歳
開

発
・
設
計
職
の
月
例
賃
金
を
平
均
す
る
と
、

三
一
万
円
程
度
に
な
る
。
連
合
の
賃
上
げ
方

針
が
一
％
以
上
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

あ
え
て
一
％
を
算
出
す
る
と
大
ざ
っ
ぱ
に

言
っ
て
三
〇
〇
〇
円
と
な
る
。
電
機
連
合
で

は
、
前
回
賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
要
求
を

行
っ
た
二
〇
〇
九
春
闘
で
、
過
年
度
物
価
上

昇
率
が
一
・
五
％
程
度
だ
っ
た
状
況
で
要
求

額
を
四
五
〇
〇
円
と
し
た
こ
と
も
考
慮
し
て
、

こ
の
三
〇
〇
〇
円
を
下
限
に
し
て
議
論
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
最
終
的
に
は
四
〇
〇
〇
円
以

上
を
要
求
基
準
と
す
る
こ
と
で
ま
と
ま
っ
た
。

シ
ャ
ー
プ
、
パ
イ
オ
ニ
ア
は
離
脱

　

電
機
連
合
の
賃
上
げ
交
渉
で
は
、
本
部
と
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や
日
立
製
作
所
な
ど
大
手

メ
ー
カ
ー
一
二
組
合
で
構
成
す
る
「
中
央
闘

争
委
員
会
」（
中
央
闘
争
委
員
長
は
電
機
連
合

委
員
長
）
が
設
置
さ
れ
る
。
一
二
組
合
（
中

闘
組
合
）
は
ス
ト
権
を
中
央
闘
争
委
員
会
に

委
譲
し
、
要
求
水
準
か
ら
交
渉
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
回
答
引
き
出
し
ま
で
足
並
み
揃
え
て
取

り
組
む
統
一
闘
争
を
行
う
が
、
今
春
闘
も
昨

年
に
引
き
続
き
、
シ
ャ
ー
プ
労
組
と
パ
イ
オ

ニ
ア
労
組
が
「
企
業
の
再
建
に
向
け
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
統
一
闘
争

に
参
加
で
き
る
状
況
に
な
い
と
の
判
断
に

至
っ
た
」（
浅
沼
弘
一
・
電
機
連
合
書
記
長
）

こ
と
か
ら
、
統
一
闘
争
を
離
脱
。
一
〇
組
合

で
の
闘
争
と
な
っ
た
。

九
日
に
は
経
営
側
も
前
向
き
な
姿
勢

　

組
合
側
の
賃
上
げ
要
求
に
対
し
て
、
経
営

側
は
二
月
段
階
で
は
、「
賃
金
の
引
き
上
げ
は

企
業
収
益
の
拡
大
が
大
前
提
」（
電
機
連
合
と

大
手
六
社
労
務
担
当
役
員
に
よ
る
産
別
労
使

交
渉
で
の
経
営
側
発
言
）
と
主
張
し
て
い
た

が
、
交
渉
が
大
詰
め
を
迎
え
た
三
月
九
日
の

産
別
労
使
交
渉
後
、
電
機
・
電
子
・
情
報
通

信
産
業
経
営
者
連
盟
（
電
経
連
）
の
大
隈
信

幸
理
事
長
（
三
菱
電
機
常
務
執
行
役
）
が
「
日

本
全
体
の
経
済
の
好
循
環
に
対
し
て
、
電
機

産
業
と
し
て
も
貢
献
す
る
と
い
う
認
識
は
必

要
。
賃
金
水
準
の
改
善
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ア
も

選
択
肢
の
一
つ
と
い
う
考
え
方
で
検
討
し
た

い
」
と
述
べ
る
な
ど
、
組
合
要
求
に
対
し
て

前
向
き
な
発
言
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
二
日
の
回
答
日
を
目
前
に
控
え
た
段
階

で
は
、
具
体
的
な
賃
金
引
き
上
げ
額
と
、
中

闘
組
合
各
社
の
業
績
の
バ
ラ
ツ
キ
か
ら
、
引

き
上
げ
額
を
揃
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
っ

た
点
に
、
交
渉
の
焦
点
は
移
っ
て
い
っ
た
。

今
次
交
渉
で
は
三
つ
の
関
門

　

こ
う
し
た
な
か
電
機
連
合
は
、
一
〇
日
に

開
催
し
た
中
闘
委
員
会
で
、
賃
上
げ
交
渉
の

歯
止
め
基
準
に
つ
い
て
、「
二
〇
〇
〇
円
の
水

準
改
善
を
図
る
」
こ
と
を
正
式
に
決
定
。
一

二
日
に
回
答
が
同
基
準
を
下
回
っ
た
場
合
に

は
、
一
三
日
の
終
業
時
か
ら
解
決
時
点
ま
で

集中回答日に会見した金属労協幹部（３月12日）
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無
期
限
の
時
間
外
・
休
日
出
勤
拒
否
を
決
行

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

最
終
的
に
波
乱
は
な
く
、
中
闘
一
〇
組
合

す
べ
て
が
二
〇
〇
〇
円
の
賃
金
水
準
改
善
を

引
き
出
し
、
決
着
し
た
（
表
１
）。

　

電
機
連
合
の
有
野
委
員
長
は
一
二
日
の
金

属
労
協
で
の
会
見
で
、
今
次
交
渉
に
つ
い
て
、

「
道
筋
が
全
く
な
い
な
か
で
の
ス
タ
ー
ト
で
、

結
果
が
で
る
ま
で
、三
つ
の
関
門
が
あ
っ
た
」

と
表
現
。
関
門
の
一
つ
は
、
デ
フ
レ
脱
却
、

経
済
の
好
循
環
、
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
か
ら
の

脱
却
と
い
う
社
会
的
責
任
に
経
営
側
が
乗
っ

て
こ
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
二
つ
目
の
中
間
地

点
が
、
個
人
消
費
に
強
く
影
響
す
る
の
は
月

例
賃
金
で
あ
り
、
ベ
ア
と
い
う
土
俵
に
も
経

営
側
が
乗
っ
て
こ
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、
そ

し
て
最
終
関
門
が
、
ベ
ア
の
高
さ
が
い
く
ら

に
な
る
の
か
だ
っ
た
―
―
と
説
明
し
な
が
ら
、

「
何
と
か
、
わ
れ
わ
れ
の
思
っ
て
い
る
水
準

を
、
経
営
側
に
ぶ
つ
け
て
出
た
結
果
が
二
〇

〇
〇
円
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

大
手
の
一
時
金
は
最
低
で
も
四
カ
月
台
後
半

　

一
時
金
は
一
〇
の
中
闘
組
合
の
う
ち
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
東
芝
な
ど
五
社
は
業
績
連
動

算
定
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
日
立
、
三
菱

電
機
な
ど
が
一
時
金
交
渉
を
行
っ
た
。
日
立

は
組
合
側
が
年
間
五
・
八
カ
月
を
要
求
し
、

五
・
六
二
カ
月
で
決
着
。
三
菱
電
機
は
五
・

八
七
カ
月
を
組
合
側
が
要
求
し
、
五
・
七
四

カ
月
で
妥
結
し
た
。
こ
の
ほ
か
で
は
、
富
士

電
機
が
年
間
五
・
〇
カ
月
で
折
り
合
う
な
ど
、

交
渉
し
た
中
闘
組
合
の
一
時
金
水
準
は
最
低

で
も
四
カ
月
台
後
半
に
到
達
し
た
。

鉄
鋼
・
造
船
重
機
・
非
鉄

　

新
日
鐵
住
金
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
な
ど
の

鉄
鋼
大
手
、
三
菱
重
工
な
ど
の
造
船
重
機
大

手
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
な
ど
非
鉄
大
手
の
労

組
が
加
盟
す
る
基
幹
労
連
で
は
、
二
〇
〇
六

年
の
労
使
交
渉
か
ら
、
二
年
に
一
度
、
二
年

分
の
賃
上
げ
を
要
求
し
交
渉
す
る
、
い
わ
ゆ

る
「
隔
年
春
闘
」
を
全
部
門
で
採
用
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
二
年
サ
イ
ク
ル
の
賃
金
交

渉
で
は
、
賃
金
改
善
を
求
め
る
際
に
は
二
カ

年
度
の
前
半
の
年
で
、
そ
の
実
施
を
求
め
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
き
た
。

　

し
か
し
今
回
は
、「
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
と

経
済
成
長
を
同
時
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
条
件
に
加
え
、
二
〇
一
四
年
四
月

に
消
費
税
が
五
％
か
ら
八
％
に
増
税
さ
れ
る

な
か
で
の
賃
金
改
善
と
な
る
」（
澤
田
和
男
・

基
幹
労
連
委
員
長
代
行
）
と
と
も
に
、「
デ
フ

レ
脱
却
と
経
済
成
長
を
同
時
に
進
め
る
た
め
、

財
源
を
継
続
的
に
投
入
す
る
こ
と
が
必
要
」

（
同
）
と
の
判
断
か
ら
、
二
〇
一
四
年
度
と

二
〇
一
五
年
度
の
両
方
と
も
、
賃
金
改
善
の

実
施
を
求
め
て
い
く
方
針
を
策
定
。

　

要
求
基
準
は
、
二
〇
一
四
年
度
に
つ
い
て

は
、
連
合
・
金
属
労
協
の
要
求
基
準
で
あ
る

一
％
以
上
の
賃
金
改
善
と
な
る
水
準
と
し
て

設
定
し
、
一
方
、
二
〇
一
五
年
度
に
つ
い
て

は
、「
二
〇
一
四
年
度
の
消
費
税
増
税
の
影
響

を
除
い
た
過
年
度
物
価
上
昇
分
や
経
済
成
長

予
測
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
経
済
成
長
の
腰

を
折
ら
な
い
た
め
の
水
準
を
総
合
的
に
勘

案
」（
同
）
し
て
、
と
も
に
三
五
〇
〇
円
（
組

合
員
平
均
）
に
設
定
し
た
。

割
れ
た
賃
金
改
善
の
実
施
年
度

　

二
カ
年
度
と
も
賃
金
改
善
額
を
掲
げ
る
の

が
初
の
試
み
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
基
幹
労

連
が
春
闘
方
針
を
決
定
し
た
二
月
上
旬
の
中

央
委
員
会
で
は
、
構
成
組
織
か
ら
「
経
済
動

向
や
企
業
業
績
に
関
し
て
、
現
時
点
の
見
通

し
で
は
不
確
実
な
面
が
あ
る
二
〇
一
五
年
度

分
の
賃
金
改
善
交
渉
は
、
相
当
に
難
航
す
る

可
能
性
が
あ
る
」（
川
崎
重
工
労
組
）
と
、
一

五
年
度
分
の
交
渉
の
難
航
を
予
想
す
る
声
も

あ
が
っ
た
。
実
際
に
、
交
渉
が
始
ま
る
と
、

一
部
の
経
営
側
が
一
五
年
度
分
の
賃
金
改
善

の
検
討
に
難
色
を
示
し
た
と
の
新
聞
報
道
も

流
れ
た
。

　

一
二
日
の
回
答
指
定
日
。
金
属
労
協
の
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
は
、
基
幹
労
連
の
大
手
組

合
の
賃
上
げ
回
答
と
し
て
、「
二
〇
一
四
年
度

一
〇
〇
〇
円　

二
〇
一
五
年
度
一
〇
〇
〇
円

を
基
本
に
二
年
で
二
〇
〇
〇
円
」
の
文
言
が

書
き
込
ま
れ
た
も
の
の
（
表
２
）、
賃
金
改

善
を
ど
の
年
度
で
実
施
す
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
各
社
で
対
応
が
分
か
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

実
際
に
は
、
鉄
鋼
大
手
で
は
、
新
日
鐵
住

金
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
、
日
新
製
鋼
が
「
二

〇
一
四
年
度
一
〇
〇
〇
円
、
二
〇
一
五
年
度

一
〇
〇
〇
円
」
と
の
回
答
で
、
神
戸
製
鋼
は

「
二
〇
一
四
年
度
ゼ
ロ
、
二
〇
一
五
年
度
二

〇
〇
〇
円
」
と
な
っ
た
。
造
船
重
機
大
手
で

は
、
三
菱
重
工
と
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ジ
ャ
パ
ン

が
「
二
〇
一
四
年
度
二
〇
〇
〇
円
、
二
〇
一

五
年
度
、
ゼ
ロ
」
で
川
崎
重
工
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
、

住
友
重
機
、
三
井
造
船
、
日
立
造
船
は
「
二

〇
一
四
年
度
一
〇
〇
〇
円
、
二
〇
一
五
年
度

一
〇
〇
〇
円
」
と
の
回
答
を
受
け
た
。
非
鉄

大
手
で
は
、
住
友
金
属
鉱
山
が
「
二
〇
一
四

年
度
三
〇
〇
〇
円
、
二
〇
一
五
年
度
一
〇
〇

〇
円
程
度
」
で
、
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
が
「
二
〇
一
四

年
度
二
〇
〇
〇
円
、
二
〇
一
五
年
度
、
ゼ
ロ
」、

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
金
属
が
「
二
〇
一
四
年
度
約

三
〇
〇
〇
円
、
二
〇
一
五
年
度
約
一
〇
〇
〇

円
」
と
割
れ
た
。

二
年
の
財
源
投
入
で
は
横
並
び
を
維
持

　

一
二
日
、
会
見
し
た
澤
田
委
員
長
代
行
は
、

「
経
営
側
は
、
デ
フ
レ
脱
却
と
日
本
経
済
の

好
循
環
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
理
解

を
示
す
も
の
の
、
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
を

踏
ま
え
、
慎
重
な
ス
タ
ン
ス
に
終
始
し
た
」

と
交
渉
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
鉄
鋼
、
造
船
、

非
鉄
そ
れ
ぞ
れ
で
供
給
過
剰
の
状
況
が
あ
っ

た
こ
と
が
交
渉
の
足
を
引
っ
張
っ
た
と
説
明

し
た
。

　

単
年
度
で
み
た
賃
金
改
善
額
が
一
〇
〇
〇

円
中
心
と
な
っ
た
回
答
結
果
に
つ
い
て
、
基

幹
労
連
の
工
藤
智
司
事
務
局
長
は
「
そ
れ
だ

け
厳
し
い
業
界
だ
と
い
う
こ
と
」
と
し
つ
つ
、

「
何
と
か
横
一
線
で
対
応
し
た
か
っ
た
と
い

う
面
は
あ
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
二
カ
年

度
の
賃
金
改
善
額
が
ば
ら
つ
い
た
こ
と
に
つ

い
て
、「
二
年
間
の
財
源
投
入
と
し
て
は
横
並

び
だ
。
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
置
か
れ
た

状
況
が
厳
し
い
企
業
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
合
が
ギ
リ
ギ
リ
の
回
答
を
引
き
出
し
た
結

果
で
あ
り
、
二
年
サ
イ
ク
ル
と
い
う
枠
組
み

の
な
か
で
で
き
る
限
り
の
対
応
し
た
」
と
述

べ
た
。

　

一
時
金
は
、
新
日
鐵
住
金
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
、
川
崎
重
工
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
な

ど
は
業
績
連
動
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
交

渉
組
合
の
回
答
結
果
を
み
る
と
、
神
戸
製
鋼

が
年
間
一
五
〇
万
円
の
組
合
要
求
に
対
し
て

一
三
五
万
円
、
三
菱
重
工
が
「
年
間
五
五
万

円
＋
四
カ
月
」
の
要
求
に
対
し
て
「
年
間
五

三
万
円
＋
四
カ
月
」
Ｉ
Ｈ
Ｉ
が
年
間
五
・
四

カ
月
の
要
求
に
対
し
て
五
・
一
一
カ
月
な
ど

と
な
っ
た
。

金
属
・
機
械

　

金
属
、
機
械
関
連
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
に
加
盟
す
る
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島
津
、
ア
ズ
ビ
ル
、
シ
チ
ズ
ン
、

ジ
ー
エ
ス
・
ユ
ア
サ
、
日
本
精
工
、

ク
ボ
タ
労
連
、
コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン
、

井
関
農
機
な
ど
の
大
手
組
合
の

ほ
と
ん
ど
が
ベ
ア
を
獲
得
し
、
賃

上
げ
額
は
一
〇
〇
〇
円
か
ら
三

〇
〇
〇
円
台
の
幅
と
な
っ
て
い

る
（
表
３
）。

　

主
な
回
答
を
み
る
と
、
島
津

が
平
均
で
ベ
ア
二
〇
〇
〇
円
（
要

求
ベ
ア
四
八
一
九
円
）、
ア
ズ
ビ

ル
が
ベ
ア
一
六
五
〇
円
の
満
額

回
答
、
ジ
ー
エ
ス
・
ユ
ア
サ
が

ベ
ア
一
〇
〇
〇
円
（
同
ベ
ア
四

五
〇
〇
円
）、
日
本
精
工
が
三
五

歳
一
七
年
標
準
労
働
者
で
ベ
ア

二
六
〇
〇
円
（
同
ベ
ア
四
四
〇

〇
円
）、
ク
ボ
タ
労
連
が
平
均
で

賃
金
改
善
三
〇
〇
〇
円
（
同
賃

金
改
善
四
五
〇
〇
円
）、
コ
マ
ツ

ユ
ニ
オ
ン
が
ベ
ア
改
善
三
六
〇

〇
円
（
同
ベ
ア
四
〇
〇
〇
円
）、

井
関
農
機
が
三
〇
歳
銘
柄
で
ベ

ア
一
二
〇
〇
円
（
同
ベ
ア
一
万

二
六
〇
〇
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

シ
チ
ズ
ン
は
組
合
側
が
ベ
ア
四

五
六
七
円
を
要
求
し
た
が
、
ベ

ア
獲
得
は
な
ら
ず
、
そ
の
代
わ

り
一
人
年
間
二
万
四
〇
〇
〇
円

の
特
別
支
給
を
受
け
る
こ
と
で

折
り
合
っ
た
。

　

一
時
金
で
は
、
ジ
ー
エ
ス
・

ユ
ア
サ
が
組
合
側
の
年
間
五
・

三
カ
月
の
要
求
に
対
し
、
経
営

側
は
五
・
一
二
カ
月
を
回
答
し
た
。

ク
ボ
タ
労
連
は
組
合
側
が
好
調

な
業
績
を
背
景
に
年
間
二
二
〇

万
円
を
要
求
し
、「
二
一
〇
万
円

＋
二
万
円
」
で
決
着
し
た
。
二
万
円
分
は
、

業
績
の
達
成
状
況
に
応
じ
て
各
事
業
に
配
分

す
る
一
時
金
原
資
を
変
動
（
増
減
）
さ
せ
て

い
た
制
度
を
解
消
し
た
分
の
原
資
で
あ
る
と

い
う
。
井
関
農
機
は
組
合
側
が
年
間
四
・
五

カ
月
を
要
求
し
、
年
間
三
・
九
四
カ
月
で
決

着
し
た
。

電　

線 

　

電
線
関
係
の
組
合
に
も
一
三
日
ま
で
に
会

社
か
ら
回
答
が
示
さ
れ
た
（
表
４
）。
住
友

電
工
労
組
は
三
五
歳
技
能
職
・
標
準
労
働
者

の
ポ
イ
ン
ト
で
一
・
〇
％
を
要
求
し
、
二
〇

〇
〇
円
の
引
き
上
げ
で
妥
結
。
古
河
電
工
の

労
組
も
同
ポ
イ
ン
ト
で
三
〇
三
〇
円
を
要
求

し
た
が
、
平
均
一
〇
〇
〇
円
で
妥
結
し
た
。

フ
ジ
ク
ラ
、
三
菱
電
線
は
そ
れ
ぞ
れ
一
％
見

合
い
の
賃
上
げ
要
求
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
が
展

開
さ
れ
た
が
、
ゼ
ロ
回
答
と
な
っ
た
。

　

産
別
の
全
電
線
は
、「
定
期
昇
給
を
は
じ
め

と
す
る
賃
金
構
造
維
持
分
の
確
保
」
を
図
っ

た
う
え
で
、
賃
金
引
き
上
げ
に
取
り
組
む
と

し
、
具
体
的
な
賃
上
げ
要
求
を
、「
三
五
歳
標

準
労
働
者
賃
金
で
一
％
以
上
を
個
別
賃
金
方

式
で
要
求
」
と
し
て
い
た
。

ゴ　

ム

　

ゴ
ム
連
合
は
、
月
例
賃
金
に
つ
い
て
は
、

大
手
・
中
小
に
か
か
わ
ら
ず
、「
賃
金
カ
ー
ブ

維
持
分
に
加
え
、一
％
以
上
の
賃
金
底
上
げ
」

を
積
極
的
に
求
め
て
い
く
要
求
。
一
時
金
に

つ
い
て
は
、「
自
社
の
企
業
業
績
を
反
映
さ
せ

る
部
分
や
組
合
員
の
貢
献
度
を
加
味
し
て
、

昨
年
実
績
を
基
に
要
求
水
準
を
設
定
す
る
」。

要
求
づ
く
り
に
精
力
を
注
ぐ
考
え
方
で
、
満

額
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
回
答
を
引
き
出
す

表２
産別・企業・労組名
など 賃上げ回答 一時金回答(年間) 一時金の前年実績

基幹労連

新日鐵住金

2014年度1000円2015
年度1000円を基本に
2年で2000円

（業績連動方式） 120万円

ＪＦＥスチール （業績連動方式） 112万円

神戸製鋼所 135万円 89万円

日新製鋼 （業績連動方式） 90万円

大同特殊鋼 （業績連動方式） 137万円

愛知製鋼 136万円 134万円

三菱重工 53万円＋4カ月 49万円＋4カ月

川崎重工 （業績連動方式） 5.18カ月

ＩＨＩ 5.11カ月 25万円+4カ月+成長
協力金4万円

住友重機 4.95カ月 4.95カ月

三井造船 4.0カ月＋特別協力金
5万円 4.5カ月

日立造船 10万円＋4カ月 10万円＋4カ月

三菱マテリアル （業績連動方式） 169万円

住友金属鉱山 2014年度3000円、
2015年度1000円程度 184万円 180万円

三井金属 年収増9万2000円 （年収管理） 147万円

ＤＯＷＡ
2014年度1000円2015
年度1000円を基本に
2年で2000円

（業績連動方式） 157万4000円

JX日鉱日石金属 2014年度約3000円　
2015年度約1000円 （業績連動方式） 冬夏分167万6000円

表３
産別・企業・労組名
など 賃上げ回答 一時金回答(年間) 一時金の前年実績

JAM

オークマ 構造維持分5934円＋
ベア是正2147円 108万2750円 109万9300円

（4.2カ月）

島津 構造維持分5681円＋
ベア2000円 （業績連動方式） 夏2.5カ月

アズビル 構造維持分5285円＋
改善1650円 （業績連動方式） 5.51カ月

シチズン 構造維持分5871円　 （夏季取り組み） 夏2.2カ月

ジーエス・ユアサ 構造維持分5862円＋
ベア1000円 5.12カ月 4.7カ月

ＮＴＮ 30歳ベア1000円 4.2カ月+7万円
協力金一時金・平均
33万円（夏期）、年末は
2.3カ月

日本精工 35歳ベア2600円 （業績連動方式） （業績連動方式）

クボタ労連 定期月俸改定額＋賃
金改善3000円 210万円+2万円 180万円

コマツユニオン 構造維持分6400円＋
ベア改善3600円 （業績連動方式） 177万円（6.12カ月）

ヤンマー 構造維持分6911円＋
賃金改善1500円 5.5カ月 5.1カ月

（35歳Ｐ154万4000円）

井関農機 30歳ベア1200円 3.94カ月 　3.75カ月
（108万9323円）

ボッシュ連合会 構造維持分5200円+
ベア2000円 業績連動 5.08カ月

NOKグループユニオ
ン

構造維持分5773円＋
ベア3000円

5.3カ月（167万5000
円） 5.3カ月（166万円）

カシオ労連 構造維持分4940円＋
ベア2000円 5.2カ月（193万360円） 5.05カ月（185万3936円）

全矢崎 構造維持分6500円＋
ベア2366円 4.97カ月（152万円） 4.81カ月（146万円）

東芝機械 構造維持分5350円＋
ベア1330円 4.2カ月 4.70カ月

小糸製作所 構造維持分5220円＋
ベア1000円 5.5カ月 5.5カ月

ダイキン工業 平均8000円 5.33カ月+100,000
円（90周年祝い金） 5.22カ月

タダノ 構造維持分+ベア
2000円 半期3.0カ月 夏期810,000円
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と
な
っ
て
い
る
（
表
４
）。

　

組
合
員
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
大
手
労
組
の

主
立
っ
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
横
浜
ゴ
ム
を

除
き
、
三
五
歳
ポ
イ
ン
ト
の
一
歳
前
か
ら
の

定
昇
込
み
で
要
求
す
る
方
式
で
要
求
を
組
み

立
て
た
。

　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
労
組
は
定
昇
相
当
分
五
六

〇
〇
円
と
「
若
年
層
賃
金
水
準
の
課
題
改
善

に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
の
開
始
」
を
求
め
、

定
昇
確
保
に
加
え
て
「
若
年
層
の
賃
金
水
準

の
改
善
と
し
て
、
組
合
員
一
人
平
均
一
五
〇

〇
円｣

が
回
答
さ
れ
た
。
住
友
ゴ
ム
（
定
昇

相
当
分
五
二
〇
〇
円
＋
賃
上
げ
分
一
〇
〇
〇

円
）
と
東
洋
ゴ
ム
（
同
四
一
〇
〇
円
：
定
昇

相
当
分
の
み
）、
バ
ン
ド
ー
化
学
（
同
三
〇

〇
〇
円
：
同
）
は
そ
れ
ぞ
れ
満
額
回
答
。
西

川
ゴ
ム
（
同
八
四
五
一
円
…
定
昇
相
当
分
五

七
〇
四
円
＋
賃
上
げ
分
二
七
四
七
円
）
は
定

昇
相
当
分
＋
二
〇
四
七
円
で
妥
結
し
た
。
定

昇
相
当
分
の
制
度
実
施
を
労
使
確
認
し
て
い

る
東
海
ゴ
ム
は
、
賃
金
改
善
分
三
一
〇
〇
円

を
要
求
し
、
一
〇
〇
〇
円
の
賃
上
げ
を
得
て

い
る
。
横
浜
ゴ
ム
も
、
定
昇
相
当
分
の
制
度

実
施
は
確
認
済
み
。
組
合
員
平
均
で
二
五
〇

〇
円
の
賃
金
改
善
を
求
め
、
満
額
回
答
を
獲

得
し
た
。
こ
ち
ら
は
家
族
関
連
手
当
に
充
当

さ
れ
る
模
様
だ
。

　

一
時
金
も
満
額
回
答
が
続
く
。
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
の
年
一
六
六
万
円
を
筆
頭
に
、
東
洋
ゴ

ム
（
要
求
年
四
・
九
カ
月
＋
業
績
加
算
次
年

度
支
給
分
〇
・
二
カ
月
）、
住
友
ゴ
ム
（
同

年
一
五
五
万
円
＋
業
績
配
分
、
月
数
で
五
・

四
六
カ
月
）、
東
海
ゴ
ム
（
同
年
四
・
七
七

五
カ
月
）、
西
川
ゴ
ム
（
同
年
五
・
五
カ
月
）

が
要
求
満
額
で
決
着
。
前
年
の
妥
結
内
容
か

ら
上
乗
せ
し
た
と
こ
ろ
が
多
い
。
横
浜
ゴ
ム

は
年
五
・
三
八
カ
月
の
要
求
に
対
し
、
年
五
・

三
五
カ
月
で
決
着
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
労
働
組
合
で
つ
く
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
は
三
月
一
二
日
、
月
例
賃

金
を
一
人
平
均
で
一
六
〇
〇
円
引
き
上
げ
る

こ
と
な
ど
で
合
意
し
た
。
引
き
上
げ
は
七
年

ぶ
り
と
な
る
（
表
５
）。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
は
グ
ル
ー
プ
主
要
八
社
の
現

行
水
準
の
基
準
内
賃
金
を
三
〇
〇
〇
円
（
平

均
）
改
善
す
る
こ
と
を
要
求
に
す
え
、
ス
ト

ラ
イ
キ
権
を
確
立
し
交
渉
に
臨
ん
だ
。
そ
の

結
果
、
月
例
賃
金
に
つ
い
て
は
、
基
準
内
賃

金
の
引
き
上
げ
見
合
い
七
〇
〇
円
と
、
扶
養

手
当
（
基
準
外
手
当
）
の
引
き
上
げ
分
九
〇

〇
円
を
合
わ
せ
た
、
一
人
平
均
一
六
〇
〇
円

の
引
き
上
げ
で
妥
結
し
た
。

　

一
時
金
に
あ
た
る
特
別
手
当
に
つ
い
て
も
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、
持
株
会
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム

ウ
ェ
ア
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
が
一

三
四
・
五
万
円
を
要
求
し
、
す
べ
て
満
額
回

答
で
決
着
。
一
方
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
は
、
一

三
四
・
五
万
円
を
要
求
し
た
が
、
昨
年
同
水

準
の
一
三
三
・
七
万
円
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
は

前
年
と
同
じ
水
準
（
一
七
三
万
円
）
を
要
求

し
一
五
八
・
九
万
円
（
公
表
ベ
ー
ス
）、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
は
前
年
支
払
水
準
（
一
八
三
・

九
万
円
）
の
要
求
に
対
し
、
一
八
〇
・
七
万

円
で
そ
れ
ぞ
れ
妥
結
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
一
三

四
・
五
万
円
に
会
社
業
績
を
加
味
し
た
＋
α

を
要
求
し
、
一
三
八
・
七
万
円
で
妥
結
し
た
。

日
本
郵
政

　

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
組
合
で
つ
く
る
Ｊ

Ｐ
労
組
は
今
春
の
労
働
条
件
改
善
で
、
賃
金

改
善
と
し
て
組
合
員
平
均
で
基
準
内
賃
金
の

一
％
に
当
た
る
平
均
三
〇
〇
〇
円
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
会
社
側
は
組
合
員
平
均
で
月

例
賃
金
を
一
〇
〇
〇
円
引
き
上
げ
る
こ
と
を

回
答
し
、
決
着
し
た
。
Ｊ
Ｐ
の
賃
金
改
善
は

六
年
ぶ
り
（
表
５
）。

　

組
合
が
「
生
活
防
衛
・
向
上
の
観
点
か
ら

最
優
先
課
題
」
と
位
置
づ
け
、
年
間
一
括
妥

結
を
め
ざ
し
て
き
た
年
間
一
時
金
に
つ
い
て

は
、
前
年
要
求
を
〇
・
三
カ
月
上
回
る
四
・

三
カ
月
の
要
求
に
対
し
、
前
年
比
〇
・
二
カ

月
増
の
三
・
五
カ
月
で
妥
結
し
た
。
た
だ
し
、

三
月
期
の
業
績
が
堅
調
だ
っ
た
場
合
は
別
途
、

特
別
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
継
続
交
渉
を
行

表４
産別・企業・労組名
など 賃上げ回答 一時金回答(年間) 一時金の前年実績

全電線

古河電工 平均1000円 4.22カ月
（132万4000円）

4.02カ月
（124万8000円）

住友電工 （35歳標労）2000円引
き上げ30万5200円

4.74カ月
（151万6800円）

4.54カ月
（143万8600円）

フジクラ 現行通り 4.202カ月
（124万7000円）

4.003カ月
（118万円）

三菱電線 現行通り 3.00カ月
（92万9700円）

2.80カ月
（84万8019円）

ゴム連合

横浜ゴム 賃金改善
平均�2560円（0.94%） 5.35カ月 144万円

東洋ゴム 4100円（35歳）

4.9カ月＋α（業績加
算次年度支給分）�
0.2（2013年度業績加
算実績）

4.3カ月＋α（業績加
算次年度支給分）�
0.3（2012年度業績加
算実績）

ブリヂストン
5600円（35歳）、若年層
賃金改善組合員一人平
均1500円

166万円 158万円

住友ゴム 賃金改善
平均2864円（1.04％）

155万円＋業績配分
（5.46カ月） 152万円＋業績配分

バンドー化学 3000円（35歳） 業績連動 業績連動

東海ゴム
賃金改善分1000円
（35歳）

4.775カ月 4.77カ月

西川ゴム 7751円（35歳） 5.5カ月 5.0カ月

紙パ連合

王子製紙 定昇相当（4500円） 137万円 135万円

日本製紙 定昇相当(4810円) 138万円 120万円

レンゴー 賃金制度に則り賃金改定
+1000円 145万円 145万円

運輸労連

全日通 5320円(1.5%) 年間108万円
（夏季53万円）

年間95万円
（夏季46万5000円）

ヤマト運輸 5636円(1.9%)� 夏季56万円 夏季56万3000円

日立物流 8194円(2.70%)
年間162万6358円
（夏季81万3179円）

年間160万638円
（夏季80万319円）
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う
と
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
各
社

　

Ｊ
Ｒ
関
係
で

も
ベ
ア
回
答
が

示
さ
れ
た
。
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
六

年
ぶ
り
の
ベ
ア

と
な
る
平
均
一

六
三
五 

円
、

Ｊ
Ｒ
東
海
は
ベ

ア
一
五
〇
〇
円
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

ベ
ア
五
〇
〇
円

で
妥
結
し
た
。

他
方
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
と
Ｊ
Ｒ
貨

物
は
ベ
ア
ゼ
ロ
で
の
妥
結
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
（
表
５
）。

　

一
時
金
は
別
途
交
渉
の
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

本
州
三
社
は
ほ
ぼ
前
年
実
績
支
給
で
妥
結
し

て
い
る
。

大
手
私
鉄

　

私
鉄
総
連
傘
下
の
大
手
一
三
組
合
は
、
三

月
一
三
日
に
一
斉
に
回
答
を
引
き
出
し
た
。

今
春
闘
で
は
、
事
前
に
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
を

設
定
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
交
渉
を
重
視
し
て

解
決
す
る
戦
術
に
変
更
。
大
手
回
答
日
前
日

の
一
二
日
に
は
、「
一
五
〇
〇
円
を
視
野
に
入

れ
て
最
後
の
追
い
込
み
を
図
る
」
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
大
手

労
使
が
月
例
賃
金
の
改
善
を
中
心
に
実
質
的

な
上
積
み
を
引
き
出
し
て
い
る
。

　

私
鉄
総
連
は
今
春
闘
で
、
鉄
道
・
バ
ス
組

合
の
月
例
賃
金
の
統
一
要
求
と
し
て
、
定
昇

相
当
分
（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
）
二
・
〇
％

に
プ
ラ
ス
し
、
生
活
維
持
分
＋
生
活
回
復
・

向
上
分
（
ベ
ア
分
）
と
し
て
三
七
〇
〇
円
の

要
求
を
掲
げ
た
。

　

私
鉄
大
手
一
三
社
の
う
ち
、
京
成
、
南
海
、

阪
神
を
除
く
一
〇
社
に
は
、
定
期
昇
給
制
度

も
し
く
は
そ
れ
に
準
じ
た
制
度
が
あ
る
。
そ

れ
も
踏
ま
え
て
、大
手
の
回
答
内
容（
表
６
）

を
み
て
い
く
と
、
東
武
の
「
一
人
平
均
配
分

基
礎
月
額
の
〇
・
五
％
相
当
」
の
賃
金
改
善

や
、
東
急
の
「
一
人
平
均
二
〇
〇
〇
円
の
昇

給
」
な
ど
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
の
確
保
に

加
え
て
賃
上
げ
原
資
を
獲
得
し
て
い
る
組
合

が
目
立
つ
。
ま
た
、
定
昇
制
度
の
な
い
と
こ

ろ
で
も
、
南
海
で
昨
年
実
績
に
五
〇
〇
円
の

上
積
み
が
図
ら
れ
、
京
成
も
臨
時
給
で
別
途

一
時
金
の
支
給
を
獲
得
し
て
い
る
。
な
お
、

臨
時
給
に
関
し
て
は
、
東
京
地
下
鉄
で
平
成

二
六
年
夏
季
に
一
時
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
お

り
、
ほ
か
に
も
「
＋
α
」
部
分
で
前
年
増
の

と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
阪
急
の
「
若
年
層
の
賃
金
改
善

（
一
律
二
〇
〇
〇
円
）」
や
京
阪
、
南
海
、

阪
神
の
初
任
給
の
引
き
上
げ
な
ど
、
関
西
を

中
心
に
若
年
層
の
月
例
賃
金
の
改
善
が
図
ら

れ
て
い
る
の
も
今
季
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。
田
野
辺
耕
一
・
書
記
長
は
、「
結
果

的
に
交
渉
の
な
か
で
若
年
層
の
上
積
み
を
図

る
内
容
に
な
っ
た
。
経
営
側
と
の
産
別
最
賃

の
議
論
で
も
、
入
り
口
を
上
げ
る
こ
と
の
重

要
性
は
組
合
側
が
主
張
し
て
い
る
こ
と
。
そ

う
い
う
流
れ
の
な
か
で
今
回
、
初
任
給
ア
ッ

プ
を
勝
ち
取
る
組
合
が
あ
っ
た
」
と
話
す
。

表５
産別・企業・労組名
など 賃上げ回答 一時金回答(年間) 一時金の前年実績

ＮＴＴ労組
持株グループ本部
（持株会社、コム
ウェア、ファシリ
ティーズ）

賃金改善1600円

134.5万円 134.3万円

ＮＴＴ東日本 134.5万円 134.3万円
ＮＴＴ西日本 133.7万円 133.5万円
NTTコミュニケー
ションズ

138.7万円 137.2万円

NTTドコモ 180.7万円 190.5万円
NTTデータ 158.9万円 173万円

ＪＲ関係

JR北海道 定昇(5580円) 別途要求 夏季2.13カ月
年末2.15カ月

ＪＲ東日本 ベア1635円＋定昇
(5580円)

夏季手当　2.8カ
月＋1万円

夏季手当
2.85カ月

ＪＲ東海 ベア1500円＋定昇
(5580円)

夏季手当　2.95カ
月分

夏季手当
2.95カ月

ＪＲ西日本 ベア500円＋基準
昇給(5580円)

年間臨時給5.38カ
月

年間臨時給5.38カ
月

JR四国 定期昇給 別途要求 夏季1.79カ月
年末1.8カ月

JR九州 定期昇給 夏季手当2.52カ月 夏季手当2.5カ月

ＪＰ労組 「一人当たり平均
1000円」引き上げ

3.5月（夏期1.65月、
年末1.85月）＋「特
別手当」を検討

3.3月（夏期1.65月、
年末1.65月）＋「特
別手当」の検討

表６
産別・企業・
労組名など 賃上げ 臨時給 臨時給・前年実績

私鉄総連

東京地下鉄 定期昇給を実施する
4.0カ月＋α�
平成26年夏季に一
時金を支給する

4.0カ月＋α

東武鉄道

制度に基づく賃上げ実施�
総合的に賃金改善を実施す
る。改善原資については、
一人平均配分基礎月額の
0.5％相当

4.0カ月＋α 4.0カ月＋α

東急 定期昇給＋一人平均2000円
の昇給 4.0カ月＋α 4.0カ月＋α

京成 昨年並を引き上げる
実質現状維持とす
る�
(別途一時金支給)

前年並み(実質現状
維持)

京王

制度に基づき、基本給改定
を行う。�
また、今春闘交渉を踏まえ、
現行初任給の改定を含め、
賃金制度のメンテナンス
（改善）を実施することを
前提に早急に労使協議を開
始するものとする。

4.5カ月＋α(対前
年増額) 4.5カ月＋α

京急
ベアゼロ�
賃金カーブ是正による原資
確保

5.0カ月＋α 5.0カ月＋α

名鉄

賃金制度による賃金改定を
実施�
一人一カ月平均500円を原資
とし、中堅層(一般職)の賃金
カーブを是正する

4.0カ月＋α 4.0カ月

近鉄 昨年同水準＋αの賃金引き
上げ 昨年同水準＋α 4.0カ月＋α

南海

昨年実績＋500円(税込み)�
平成26年4月以降、各学歴の
初任給を1000円(税込み)引き
上げる

昨年同月数 基準賃金の4.875カ
月

阪急

定期昇給相当分実施�
若年層の賃金改善(一律2000
円)�
初任基本給を改定する

5.5カ月相当：基本
給×4.82カ月＋家
族給分(0.58カ月)＋
4万円(一律)

基本給×4.5カ月＋
家族給分＋5.5万円
(一律)

阪神

標労30歳・勤続12年の基本給
を一人一カ月4800円(税込み)
引き上げる�
平成26年度4月以降の初任給
を一律2000円引き上げる。

平成25年度の会社
業績に連動して支
給する

平成24年度の会社
業績に連動して支
給する

京阪
一人一カ月平均1000円の賃
金改善を実施�
初任給を500円引き上げる

労使協定に基づく
支給方式とする

労使協定に基づく
支給方式

西鉄 3500円(30歳・勤続12年) 業績連動 業績連動
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堅
・
中
小
の
賃
上
げ
回
答
と
特
徴
点

　

全
体
の
動
向
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
今
春

闘
は
産
業
・
企
業
ご
と
に
取
り
巻
く
環
境
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
な
か
、
労
働
側
は
月
例
賃

金
へ
の
こ
だ
わ
り
と
企
業
に
と
っ
て
の
最
大

の
財
産
で
あ
る
「
人
」
へ
の
投
資
を
前
面
に

掲
げ
た
交
渉
を
展
開
。
大
手
の
多
く
が
賃
上

げ
や
一
時
金
の
上
乗
せ
を
果
た
し
た
。
消
費

税
増
税
前
の
決
着
を
め
ざ
し
た
中
堅
・
中
小

も
、
昨
年
に
比
べ
要
求
・
回
答
引
き
出
し
組

合
が
増
え
た
一
方
、
解
決
で
き
な
い
組
合
も

ま
だ
多
く
存
在
し
て
い
る
。
三
月
末
ま
で
の

動
向
を
追
う
と
と
も
に
、
今
後
の
行
方
を
探

る
。

八
割
強
が
ベ
ア
な
ど
の
賃
上
げ
を

獲
得
／
金
属
労
協
の
中
堅
・
中
小

登
録
組
合

　

金
属
労
協（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
、西
原
浩
一
郎
議
長
）

で
は
、
各
構
成
産
別
の
加
盟
組
合
で
春
闘
相

場
に
影
響
力
の
あ
る
大
手
組
合
を
「
集
計
登

録
組
合
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
集
計
登
録

組
合
は
先
行
し
て
交
渉
を
展
開
し
、
三
月
の

交
渉
の
山
場
で
あ
る
集
中
回
答
日
に
向
け
て

回
答
を
引
き
出
す
。
こ
れ
に
加
え
、
二
〇
〇

七
春
闘
か
ら
は
、
加
盟
す
る
中
堅
・
中
小
、

地
場
組
合
を
「
中
堅
・
中
小
登
録
組
合
」
と

し
て
事
前
登
録
し
て
、
回
答
結
果
を
企
業
名

と
合
わ
せ
て
開
示
し
て
い
る
。

　

各
業
種
や
地
域
で
影
響
力
の
あ
る
企
業
名

と
回
答
の
中
味
を
公
表
す
る
こ
と
で
、中
小
・

地
場
へ
の
波
及
を
狙
っ
た
取
り
組
み
で
、
具

体
的
に
は
、
三
月
下
旬
ま
で
の
回
答
引
き
出

し
に
努
力
し
、
相
場
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ

り
、
四
月
以
降
に
交
渉
す
る
金
属
労
協
傘
下

の
登
録
組
合
以
外
の
中
堅
・
中
小
組
合
の
交

渉
を
後
押
し
す
る
役
割
を
担
う
。
今
春
闘
で

は
一
六
二
組
合
が
登
録
。
こ
の
う
ち
一
六
〇

組
合
が
賃
金
に
つ
い
て
要
求
し
、
一
五
二
組

合
が
ベ
ア
・
賃
金
改
善
な
ど
の
賃
上
げ
を
求

め
て
い
る
。

平
均
賃
上
げ
額
は
一
二
八
二
円

　

金
属
労
協
が
四
月
二
日
ま
で
に
と
り
ま
と

め
た
中
堅
・
中
小
登
録
組
合
の
要
求
・
回
答

状
況
に
よ
る
と
、
賃
上
げ
要
求
額
の
単
純
平

均
は
三
四
三
〇
円
。
二
日
ま
で
に
回
答
を
得

た
の
は
一
四
七
組
合
で
、
こ
の
う
ち
一
四
四

組
合
が
定
期
昇
給
な
ど
の
賃
金
構
造
維
持
分

を
確
保
し
た
。
賃
上
げ
を
獲
得
し
た
の
は
回

答
組
合
の
八
割
強
に
あ
た
る
一
二
〇
組
合
で
、

単
純
平
均
一
二
八
二
円
の
月
例
賃
金
の
引
き

上
げ
を
獲
得
し
て
い
る
。

一
時
金
は
四
・
八
七
カ
月

　

年
間
一
時
金
は
、「
要
求
・
回
答
方
式
」
が

一
四
八
組
合
、
業
績
連
動
方
式
が
二
五
組
合

で
、
要
求
・
回
答
方
式
の
組
合
の
う
ち
一
一

八
組
合
が
回
答
を
引
き
出
し
た
。
前
年
比
で

の
内
訳
を
み
る
と
、
前
年
水
準
を
上
回
る
組

合
が
七
九
組
合
、
同
水
準
が
一
八
組
合
、
下

回
る
組
合
が
八
組
合
。
回
答
組
合
の
四
分
の

三
が
昨
年
実
績
を
上
回
っ
て
お
り
、
中
堅
・

中
小
組
合
で
も
一
時
金
回
答
の
改
善
傾
向
が

明
ら
か
で
回
答
の
平
均
月
数
は
四
・
八
七
カ

月
と
な
っ
て
い
る
。

　

金
属
労
協
は
四
月
三
日
、
戦
術
委
員
会
を

開
き
、「
こ
れ
ま
で
に
引
き
出
し
た
月
例
賃
金

引
き
上
げ
と
、
一
時
金
水
準
改
善
の
流
れ
を
、

今
後
回
答
を
引
き
出
す
組
合
に
波
及
さ
せ
、

金
属
産
業
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
」
こ
と
な

ど
を
確
認
し
た
。

三
月
末
の
引
き
上
げ
額
は 

四
八
一
〇
円
／
連
合
の
三
〇
〇
人

未
満
の
中
小
組
合

　

一
方
、連
合
が
四
月
一
日
に
ま
と
め
た「
第

三
回
回
答
集
計
」
に
よ
る
と
、
三
〇
〇
人
未

満
の
中
小
組
合
で
回
答
を
引
き
出
し
た
組
合

は
昨
年
同
時
期
よ
り
二
七
九
組
合
多
い
一
一

七
八
組
合
。
引
き
上
げ
額
は
四
八
一
〇
円
、

引
き
上
げ
率
一
・
九
七
％
で
、
昨
年
同
期
比

六
五
〇
円
増
、〇
・
三
一
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ

て
い
る
。
昨
年
と
比
較
で
き
る
一
〇
六
二
組

合
で
比
較
し
て
も
、
全
体
の
引
き
上
げ
額
は

四
八
七
〇
円
、
引
き
上
げ
率
は
二
・
〇
〇
％

で
、
昨
年
同
時
期
に
比
べ
額
で
七
七
九
円
増
、

率
で
〇
・
三
二
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
る
。

歯
止
め
を
か
け
ず
回
答
引
き
出
し

を
追
求
／
中
小
共
闘
セ
ン
タ
ー

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
連
合
の
中
小

共
闘
セ
ン
タ
ー
（
委
員
長
：
眞
中
行
雄
Ｊ
Ａ

Ｍ
会
長
）
は
同
日
、「
構
成
組
織
と
地
方
連
合

会
は
連
携
し
て
、
未
解
決
組
合
の
交
渉
を
促

進
し
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を
確
保
し
た
上

で
、
要
求
趣
旨
に
沿
っ
た
回
答
引
き
出
し
に

全
力
を
あ
げ
る
」
な
ど
の
四
月
以
降
の
取
り

組
み
方
針
を
確
認
し
た
。

　

中
小
共
闘
セ
ン
タ
ー
は
例
年
、
こ
の
時
期

に
中
小
組
合
の
妥
結
ミ
ニ
マ
ム
基
準
を
設
定

し
て
い
る
。
今
年
は
あ
え
て
歯
止
め
を
か
け

ず
、「
集
計
結
果
の
流
れ
が
地
方
・
地
場
・
中

小
ま
で
波
及
す
る
取
り
組
み
を
や
っ
て
い
く
。

四
月
一
日
～
同
月
二
二
日
ま
で
を
『
中
小
回

答
促
進
期
間
』
に
設
定
し
、
中
小
組
合
が
交

渉
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
し
て
回
答
引
き
出

し
・
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す

る
」（
須
田
孝
・
総
合
労
働
局
長
）
考
え
だ
。

収
拾
額
・
ベ
ア
賃
金
改
善
額
と
も 

全
体
集
計
を
上
回
る
／
フ
ー
ド
連
合

　

ま
た
、
連
合
は
同
日
、
都
内
で
「
二
〇
一

四
春
季
生
活
闘
争
共
闘
推
進
集
会
」
を
開
催
。

フ
ー
ド
連
合
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
の
三
つ
の
構
成
組
織
が
情
勢
報
告
し
た
。

　

三
〇
〇
人
未
満
の
中
小
労
組
が
全
体
の
約

八
割
を
占
め
る
フ
ー
ド
連
合
は
、
今
春
闘
で

①
格
差
是
正
の
た
め
に
額
基
準
と
す
る
②
大

手
も
中
小
も
同
じ
基
準
で
取
り
組
む
③
来
春

闘
以
降
も
見
据
え
て
目
線
を
上
げ
る
た
め
に

五
桁
基
準
と
す
る
―
―
と
の
観
点
か
ら
、

「（
定
期
昇
給
相
当
額
・
賃
金
カ
ー
ブ
維
持

分
に
加
え
、
ベ
ア
・
賃
金
改
善
等
の
賃
金
引

き
上
げ
を
含
む
）
一
〇
〇
〇
〇
円
基
準
」
の

統
一
要
求
を
掲
げ
た
。
三
月
一
一
日
段
階
で

の
要
求
状
況
を
み
る
と
、
平
均
方
式
で
集
計

可
能
な
中
小
五
六
組
合
の
要
求
額
は
、
前
年

よ
り
三
〇
三
七
円
多
い
八
六
〇
一
円
（
三
・

三
六
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

フ
ー
ド
連
合
は
、
要
求
提
出
時
期
と
回
答

時
期
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
、
す
べ
て
の
中
小

労
組
（
二
四
八
組
合
）
を
六
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
類
し
て
個
別
の
支
援
内
容
を
設
定
。
要

求
提
出
の
前
倒
し
指
導
の
実
施
や
、
賃
金
交

渉
の
経
験
の
少
な
い
労
組
の
た
め
に
要
求
作

成
準
備
か
ら
交
渉
ま
で
の
一
連
の
流
れ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
、
労
使
交
渉
Ｑ
＆
Ａ
の
作
成
、

要
求
・
回
答
情
報
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報

収
集
・
発
信
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

三
月
二
六
日
現
在
の
回
答
・
収
拾
集
計
を

み
る
と
、
全
体
で
は
平
均
方
式
で
集
計
可
能

な
四
四
組
合
の
収
拾
額
は
前
年
同
期
比
八
九
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四
円
増
の
六
四
三
〇
円
（
二
・
一
七
％
）
で
、

ベ
ア
・
賃
金
改
善
を
獲
得
し
た
二
六
組
合（
回

答
組
合
含
む
）
の
賃
金
改
善
額
は
単
純
平
均

で
一
一
八
五
円
だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
中
小
組
合
で
集
計
可
能
な

一
一
組
合
の
収
拾
額
は
前
年
同
期
比
二
〇
二

八
円
増
の
六
五
七
四
円
（
二
・
四
二
％
）。

ベ
ア
・
賃
金
改
善
を
獲
得
し
た
八
組
合（
同
）

の
賃
金
改
善
額
も
単
純
平
均
で
一
二
〇
三
円

と
、
収
拾
額
・
ベ
ア
賃
金
改
善
額
と
も
に
中

小
組
合
集
計
が
全
体
の
集
計
を
上
回
っ
て
い

る
。

春
闘
の
結
果
は
組
織
力
の 

バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　

フ
ー
ド
連
合
の
五
野
琢
也
・
労
働
局
長
は
、

「
こ
れ
ま
で
は
先
行
組
合
の
回
答
な
の
で
、

歯
止
め
を
し
っ
か
り
か
け
て
い
く
」
と
し
た

う
え
で
、「
回
答
を
得
て
い
る
の
は
業
績
の
良

い
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
厳
し
い
経
営
環
境

の
な
か
で
ベ
ア
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
組
合
も

あ
る
」
こ
と
を
指
摘
。「（
ベ
ア
を
獲
得
で
き

て
い
る
労
組
と
そ
う
で
な
い
労
組
の
）
差
を

考
え
た
時
、
執
行
部
の
要
求
へ
の
強
い
こ
だ

わ
り
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
緊
張
感
を
持
っ

た
労
使
関
係
の
構
築
、
真
摯
な
話
し
合
い
が

で
き
る
労
使
協
議
体
制
な
ど
、
一
朝
一
夕
で

は
成
し
得
な
い
差
が
あ
る
と
感
じ
る
。
今
春

闘
の
結
果
は
組
織
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も

あ
る
」
と
述
べ
、
労
組
の
総
合
組
織
力
の
強

化
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

三
〇
〇
人
未
満
の
一
三
組
合
で 

ベ
ア
を
獲
得
／
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合

　

化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
中
心
に
、
中

小
・
一
般
労
働
者
も
多
く
組
織
す
る
Ｊ
Ｅ
Ｃ

連
合
は
、
二
〇
〇
二
年
の
創
設
以
来
、
初
め

て
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
・
賃
上
げ
要
求
を
掲
げ
た
。

具
体
的
に
は
、一
％
以
上
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
・

賃
上
げ
を
要
求
し
て
い
る
。

　

三
月
三
一
日
現
在
、
三
〇
〇
人
未
満
の
構

成
組
織
二
八
組
合
か
ら
収
束
方
向
、
一
三
組

合
か
ら
交
渉
継
続
報
告
が
あ
っ
た
と
い
う
。

ベ
ア
を
獲
得
で
き
た
の
は
一
三
組
合
で
、
賃

上
げ
額
は
妥
結
・
継
続
含
め
加
重
平
均
一
二

二
六
円
。
回
答
額
総
計
で
の
比
較
で
前
年
比

五
七
八
円
増
と
な
っ
て
い
る
。

組
織
力
を
示
し
て
ベ
ア
回
答
を 

引
き
出
す

　

集
会
で
は
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
の
葉
葺
龍
・
組
織

政
策
担
当
部
長
が
、
①
中
小
労
組
が
、
労
組

の
結
集
力
を
会
社
に
伝
え
て
ベ
ア
を
獲
得
し

た
ケ
ー
ス
②
親
企
業
労
組
が
、
協
力
会
社
の

組
合
員
の
賃
上
げ
に
関
連
す
る
要
求
を
継
続

し
て
い
る
ケ
ー
ス
―
―
を
報
告
し
た
。

　

①
は
、
組
合
員
九
四
人
の
中
小
労
組
で
執

行
部
が
若
返
り
、
会
社
業
績
は
や
や
上
向
い

て
い
る
も
の
の
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
な
か
で

ベ
ア
の
取
り
組
み
に
悩
み
、
検
討
を
重
ね
た

結
果
、
最
終
的
に
労
組
が
組
織
力
を
持
っ
て

団
結
・
連
帯
し
て
い
る
こ
と
を
会
社
に
伝
え

る
こ
と
が
ベ
ア
獲
得
の
最
短
距
離
と
判
断
。

会
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
呼
び
か
け
で
週
一
回
行
わ

れ
て
い
た
工
場
周
辺
の
清
掃
活
動
へ
の
参
加

を
促
す
こ
と
を
決
め
、
組
合
が
組
合
員
一
人

ひ
と
り
を
説
得
し
て
参
加
率
を
当
初
の
二

六
％
か
ら
九
八
％
に
向
上
さ
せ
た
。
そ
れ
を

み
て
い
た
会
社
は
三
月
末
の
団
交
で
一
〇
〇

〇
円
の
ベ
ア
回
答
と
と
も
に
、
組
合
側
が
持

つ
力
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
こ
と
を
伝
え

て
き
た
。

　

②
は
、
複
数
の
関
連
協
力
会
社
を
持
つ
親

会
社
の
労
組
が
、
そ
の
協
力
会
社
の
組
合
員

の
給
与
ベ
ー
ス
二
％
分
の
請
負
額
を
上
げ
る

要
求
を
数
年
間
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
親
会

社
と
し
て
は
「
積
極
的
に
は
応
え
づ
ら
い
」

と
の
回
答
だ
っ
た
が
、
関
連
会
社
の
一
部
が

値
上
げ
の
要
求
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
親
会
社

に
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
関
連
会
社
は
、

人
事
諸
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
親
会
社

と
協
力
し
て
行
っ
て
い
く
と
の
回
答
を
得
た

と
い
う
。

　

ち
な
み
に
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
の
他
の
部
会
の

状
況
に
つ
い
て
は
、「
化
学
部
会
は
、
大
手
を

中
心
に
一
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
円
の
賃
上
げ

回
答
が
で
て
き
て
い
る
。
石
油
部
会
も
バ
ラ

つ
き
は
あ
る
も
の
の
有
額
回
答
も
一
定
程
度

で
て
い
る
。
セ
メ
ン
ト
部
会
は
国
内
需
要
の

増
加
に
対
す
る
安
定
生
産
・
供
給
へ
の
対
応

に
酬
い
る
べ
く
賃
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
と
こ

ろ
も
み
ら
れ
た
。
塗
料
部
会
は
自
動
車
大
手

の
影
響
が
あ
り
、
医
薬
品
部
会
は
労
働
協
約

改
定
面
で
の
前
進
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
全

体
的
に
賃
上
げ
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
一
時
金

で
応
え
る
傾
向
も
依
然
み
ら
れ
る
」（
黒
田
正

和
・
事
務
局
長
）
と
い
う
。

妥
結
組
合
が
前
年
同
期
比
四
〇 

組
合
増
／
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

　

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
斗
内
利
夫
・
常
任
中
央

執
行
委
員
は
、
三
月
二
七
日
現
在
の
交
渉
状

況
を
報
告
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
交
渉
状
況
は
、

二
九
一
組
合
が
妥
結
し
、
一
人
平
均
六
三
三

七
円
（
二
・
三
二
％
）、
賃
金
体
系
が
明
確

な
組
合
の
賃
上
げ
分
は
一
四
一
五
円
（
〇
・

五
〇
％
）。
こ
れ
を
対
前
年
同
組
合
比
で
み

る
と
、一
人
平
均
一
一
六
五
円（
〇
・
四
三
％
）

増
、賃
上
げ
分
で
も
八
九
四
円（
〇
・
三
一
％
）

増
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
組
合
員
数
三
〇
〇
人
未
満
の
中
小

規
模
組
合
で
妥
結
し
て
い
る
の
は
一
一
〇
組

合
で
、一
人
平
均
六
一
八
五
円（
二
・
三
二
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
賃
金
体
系
が
明
確
な
組
合

の
賃
上
げ
分
は
一
二
三
一
円
（
〇
・
四
五
％
）。

こ
れ
を
対
前
年
同
組
合
比
で
み
る
と
、
一
人

平
均
一
二
二
五
円
（
〇
・
四
七
％
）
増
、
賃

上
げ
分
で
も
七
一
六
円
（
〇
・
二
六
％
）
増
。

妥
結
組
合
数
は
前
年
同
時
期
と
比
べ
四
〇
組

合
多
い
。

裾
野
拡
大
の
た
め
の
共
闘
の
推
進
を

　

斗
内
常
任
中
執
は
、「（
こ
れ
ま
で
の
流
れ

を
）
こ
れ
か
ら
の
中
小
・
正
社
員
以
外
に
い

か
に
引
き
継
い
で
い
け
る
か
が
デ
フ
レ
か
ら

の
脱
却
、
潮
目
を
変
え
る
闘
い
の
節
目
に
な

る
」
と
指
摘
。「
三
〇
〇
人
企
業
で
今
年
初

め
て
要
求
す
る
新
加
盟
組
合
が
あ
る
。
親
会

社
は
違
う
構
成
組
織
の
大
手
組
合
で
、
大
手

か
ら
の
出
向
と
組
合
員
が
そ
れ
ぞ
れ
一
五
〇

人
。
今
年
初
め
て
ベ
ア
要
求
す
る
な
か
で
、

連
携
し
て
親
会
社
の
交
渉
状
況
を
踏
ま
え
る

な
か
で
ス
ト
を
構
え
て
交
渉
を
続
け
、
ス
ト

に
突
入
せ
ず
に
ベ
ア
を
獲
得
し
て
交
渉
を
終

結
し
た
」
と
事
例
報
告
し
た
う
え
で
、
裾
野

の
拡
大
の
た
め
の
共
闘
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
を
事
前
に
配
置 

し
な
い
戦
術
に
／
私
鉄
総
連

　

一
方
、
私
鉄
総
連
は
、
中
小
労
組
の
交
渉

強
化
に
向
け
た
戦
術
を
と
っ
た
。
私
鉄
の
春

闘
は
こ
れ
ま
で
、
大
手
組
合
と
中
小
・
ハ
イ

タ
ク
専
業
組
合
の
回
答
日
時
を
そ
れ
ぞ
れ
設

け
た
う
え
で
、
未
解
決
組
合
の
ス
ト
ラ
イ
キ

の
日
程
を
事
前
に
設
定
し
て
い
た
。
今
春
闘

は
交
渉
に
力
を
入
れ
て
解
決
を
は
か
る
こ
と

を
追
求
す
る
た
め
、
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
は
配

置
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
渉
で
回
答
日
時
ま

で
に
回
答
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
単
組
に
ス
ト

ラ
イ
キ
を
指
令
す
る
戦
術
と
し
た
。
こ
れ
に

は
、
中
小
組
合
を
中
心
に
、
交
渉
力
を
強
化

し
た
い
狙
い
が
あ
る
。



特集―2014労使交渉と残された課題

Business Labor Trend 2014.5

16

　
「
物
価
上
昇
局
面
に
な
っ
て
く
る
と
、
労

組
の
交
渉
力
が
問
わ
れ
る
。
大
手
組
合
は
交

渉
力
が
あ
る
が
、
中
小
組
合
が
賃
上
げ
要
求

を
ど
う
勝
ち
取
る
か
が
問
わ
れ
て
く
る
。
従

来
は
、
回
答
日
を
乗
り
越
え
て
ス
ト
前
日
に

解
決
す
る
と
か
、
ス
ト
を
回
避
し
て
か
ら
交

渉
し
て
し
ま
う
な
ど
、
回
答
日
が
そ
の
体
を

成
し
て
い
な
い
状
況
が
み
ら
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
だ
か
ら
今
回
は
、
事
前
に
統
一
ス

ト
は
構
え
な
い
が
、
回
答
次
第
で
設
定
で
き

る
よ
う
に
し
た
」（
田
野
辺
書
記
長
）。

　

今
回
は
、
大
手
組
合
（
一
三
日
）、
中
小
・

ハ
イ
タ
ク
専
業
組
合
（
一
七
日
）
の
回
答
日

を
設
定
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ま
で
に
解
決
で

き
な
け
れ
ば
ス
ト
設
定
の
「
特
指
令
」
を
総

連
が
発
し
て
交
渉
を
追
い
上
げ
る
形
に
し
た
。

具
体
的
に
は
、
交
渉
で
回
答
日
に
回
答
が
で

な
か
っ
た
場
合
、
単
組
か
ら
地
連
経
由
で
私

鉄
総
連
本
部
に
ス
ト
指
令
の
申
請
が
上
げ
ら

れ
る
。
総
連
本
部
は
、
単
組
か
ら
の
交
渉
経

過
の
報
告
を
受
け
る
な
か
で
検
討
し
、「
ス
ト

設
定
し
な
い
と
、
解
決
が
は
か
れ
な
い
」
と

判
断
し
た
ら
指
令
を
出
す
。

単
組
の
交
渉
力
と
回
答
引
き
出
し

力
の
強
化
を

　
「
原
則
と
し
て
、
回
答
日
に
回
答
を
引
き

出
す
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
そ
こ
で
決
着
す

る
の
が
一
番
良
い
。
統
一
闘
争
に
参
加
す
る

組
合
は
す
べ
て
統
一
ス
ト
が
あ
る
と
い
う
形

よ
り
、
個
別
の
労
使
交
渉
で
回
答
を
引
き
出

せ
な
か
っ
た
時
に
ス
ト
を
設
定
す
る
方
が
大

変
で
緊
張
感
が
高
ま
る
。
戦
術
を
変
え
た
理

由
の
一
つ
に
、
単
組
が
交
渉
力
を
つ
け
て
回

答
を
引
き
出
す
力
を
つ
け
て
い
く
よ
う
に
し

た
い
と
の
思
い
が
あ
る
。
今
春
闘
で
は
、
交

渉
促
進
に
向
け
た
会
議
も
設
け
た
。
二
月
段

階
で
は
、
各
地
域
の
中
小
の
代
表
組
合
な
ど

を
対
象
に
『
交
渉
促
進
対
策
会
議
』
を
開
き
、

大
手
組
合
の
交
渉
の
進
め
方
の
モ
デ
ル
を
い

く
つ
か
提
示
し
、『
こ
の
ぐ
ら
い
交
渉
し
て
い

か
な
い
と
回
答
日
に
引
き
出
せ
な
い
』
と

い
っ
た
説
明
を
行
っ
た
」

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
四
月
八
日

現
在
、
私
鉄
総
連
の
統
一
闘
争
参
加
二
二
九

組
合
の
う
ち
、
二
〇
四
組
合
が
解
決
。
解
決

組
合
数
、
解
決
内
容
（
賃
上
げ
・
臨
時
給
）

と
も
に
昨
年
同
時
期
を
上
回
っ
て
い
る
と
い

う
。

四
単
組
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施

　

一
方
、
四
月
八
日
時
点
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を

実
施
し
た
の
は
、
相
模
鉄
道
、
関
東
バ
ス
、

岡
山
電
気
軌
道
、
石
見
交
通
の
四
組
合
。
相

模
鉄
道
は
、
経
営
側
が
臨
時
給
と
は
別
に
今

年
限
り
の
一
時
金
の
回
答
を
示
し
た
の
に
対

し
、
組
合
側
が
そ
の
分
を
月
例
賃
金
の
引
き

上
げ
に
充
て
る
べ
き
と
主
張
し
て
交
渉
が
難

航
。
二
〇
日
始
発
か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ

た
。
そ
の
後
、
経
営
側
が
再
回
答
を
行
い
、

一
〇
時
三
五
分
に
解
決
し
た
。
相
鉄
労
組
の

鉄
道
部
門
に
示
さ
れ
た
回
答
は
、「
賃
上
げ
は

昨
年
実
績
＋
α
、
臨
時
給
は
四
カ
月
＋
α
」。

「
＋
α
」
部
分
で
何
ら
か
の
積
み
増
し
が
な

さ
れ
た
模
様
だ
。
な
お
、
相
鉄
労
組
の
バ
ス

部
門
と
不
動
産
部
門
は
「
ベ
ア
ゼ
ロ
、
臨
時

給
四
カ
月
」
の
回
答
で
収
束
し
た
。
他
の
三

労
組
も
経
営
側
か
ら
の
上
積
み
回
答
を
得
て

収
束
し
て
い
る
。
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17 中
小
春
闘
の
動
向
と
課
題 

―
―
Ｊ
Ａ
Ｍ
眞
中
会
長
に
聞
く

　

構
成
組
織
の
六
割
を
一
〇
〇
人
以
下
の
労

働
組
合
が
占
め
る
機
械
・
金
属
関
連
の
産
別

労
組
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
（
約
三
五
万
人
）
の
眞
中
行

雄
会
長
に
、
今
春
闘
で
の
中
小
企
業
の
賃
上

げ
動
向
と
今
後
の
課
題
、
ま
た
、
経
済
の
好

循
環
に
向
け
て
中
小
企
業
の
観
点
か
ら
解
決

す
べ
き
課
題
を
聞
い
た
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

今
春
闘
を
取
り
巻
く
環
境
と
し
て
、
景
気

の
上
げ
潮
ム
ー
ド
は
広
が
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
中
小
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
現
実
的
に

そ
れ
が
実
績
に
表
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、

疑
問
符
が
つ
く
の
で
は
な
い
か
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
、
株
価
や
為
替

で
は
、確
か
に
成
果
が
表
れ
た
。
問
題
は「
第

三
の
矢
」
の
成
長
戦
略
で
あ
り
、
そ
こ
で
私

は
、
政
労
使
会
議
で
中
小
企
業
の
労
働
組
合

の
立
場
を
代
表
し
て
、
物
価
や
仕
入
れ
価
格

の
上
昇
に
伴
う
転
嫁
な
ど
、
中
小
企
業
が
収

益
を
拡
大
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
要
望

し
、
そ
の
こ
と
は
「
経
済
の
好
循
環
実
現
に

向
け
た
政
労
使
の
取
組
に
つ
い
て
」
の
確
認

文
書
に
明
記
さ
れ
た
。

地
本
オ
ル
グ
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催

　

今
春
闘
に
つ
い
て
、
マ
ス
コ
ミ
で
は
、
二

〇
〇
八
年
以
来
六
年
ぶ
り
の
ベ
ア
要
求
な
ど

と
報
じ
ら
れ
た
。
だ
が
、
二
〇
〇
六
年
以
降

は
ベ
ア
で
は
な
く
「
賃
金
改
善
」
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
ベ
ア
を
久
々
に
要
求
し
た
二
〇

〇
九
年
は
直
前
に
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が

起
き
て
通
常
の
交
渉
と
な
ら
な
か
っ
た
。

よ
っ
て
本
質
的
に
ベ
ア
に
取
り
組
む
の
は
実

に
一
三
年
ぶ
り
だ
。

　

今
春
闘
で
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
賃
金
引
き
上
げ
に

つ
い
て
、「
過
年
度
物
価
上
昇
分
」
と
「
生
活

改
善
」
を
根
拠
に
四
五
〇
〇
円
の
ベ
ア
を
提

起
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
一
九
九
九
年
に
結
成
し

た
。
だ
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
と
な
っ
て
か
ら
執
行

部
と
な
っ
た
組
合
役
員
の
多
く
は
、
実
は
ベ

ア
の
取
り
組
み
を
知
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、

全
国
一
七
の
地
方
本
部
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー

約
一
〇
〇
人
を
対
象
に
春
闘
研
修
会
を
開
く

こ
と
を
決
め
、
年
明
け
か
ら
全
国
を
六
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
本
部
の
役
員
が
ベ
ア

要
求
の
意
義
、
ベ
ア
の
役
割
、
春
闘
の
歴
史
、

配
分
交
渉
の
仕
方
や
経
営
分
析
の
仕
方
ま
で

教
え
て
回
っ
た
。

　

こ
の
オ
ル
グ
で
訴
え
た
の
は
、「
二
〇
一
四

春
闘
は
、
こ
れ
ま
で
の
春
闘
と
は
位
置
付
け

が
違
う
よ
」
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
二
〇
一

四
春
闘
、
一
五
春
闘
、
一
六
春
闘
は
一
つ
の

ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
う
点
だ
。
二
〇
一
四

春
闘
は
、
物
価
を
巡
る
交
渉
を
緒
に
付
け
ら

れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
重
要
な
位
置
付
け
。

経
営
側
も
、
長
年
勤
め
て
い
た
労
務
担
当
役

員
が
代
わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、「
物
価

が
上
が
っ
た
ら
ど
う
し
て
賃
上
げ
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
」
と
い
う
主
張
へ
の
反

論
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
ベ
ア
を
巡
る
交
渉
の
真
意
を
理
解
し

て
も
ら
う
と
い
う
大
き
な
目
的
が
ま
ず
あ
っ

た
。

ま
だ
半
分
も
終
わ
っ
て
い
な
い
中
小
春
闘

　

こ
こ
ま
で
の
交
渉
に
対
す
る
評
価
だ
が
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
四
月
七
日
時
点
で
交
渉
単
位
一

五
九
三
組
合
の
う
ち
、
要
求
を
提
出
し
た
組

合
は
一
三
〇
二
組
合
と
全
体
の
八
割
を
超
え
、

そ
の
四
分
の
三
に
あ
た
る
一
一
八
一
組
合
が

賃
金
要
求
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
す
で
に

回
答
を
受
け
た
組
合
は
七
五
四
組
合
で
、
妥

結
し
た
の
も
五
七
六
組
合
（
三
六
・
二
％
）

と
、
ま
だ
半
分
も
終
わ
っ
て
い
な
い
。

　

た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
交
渉
状
況
を
み
る
と
、

平
均
賃
上
げ
で
の
要
求
額
平
均
は
七
七
五
三

円
で
、
回
答
額
平
均
は
五
二
六
八
円
、
妥
結

額
平
均
は
五
四
六
一
円
。
同
一
組
合
の
前
年

比
で
は
、
要
求
は
二
三
八
四
円
、
妥
結
も
八

九
七
円
増
え
て
い
る
。
こ
れ
を
三
〇
〇
人
未

満
の
組
合
に
限
っ
て
み
る
と
、
要
求
額
平
均

は
七
五
八
九
円
で
、
回
答
額
平
均
は
四
九
八

〇
円
、
妥
結
額
平
均
は
五
一
八
〇
円
。
同
一

組
合
で
の
前
年
比
較
も
、
要
求
で
二
二
七
四

円
増
、
妥
結
も
八
九
六
円
増
で
、
全
体
計
と

遜
色
な
い
状
況
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
回
答
状
況
に
つ
い
て
は
、
経
営

側
も
、
こ
こ
ま
で
は
真
摯
に
対
応
し
て
い
る

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

要
求
を
出
す
こ
と
で
問
題
点
の
共
有
を

　

ま
た
今
年
は
、
構
成
組
織
に
は
、
た
と
え

本
当
に
業
績
が
厳
し
く
て
も
「
と
に
か
く
要

求
を
出
せ
」
と
檄
を
飛
ば
し
た
。
統
一
要
求

日
（
二
月
一
八
日
）
に
要
求
を
集
中
さ
せ
る

こ
と
に
注
力
し
、
そ
の
結
果
、
同
日
の
要
求

率
は
四
三
％
と
い
う
過
去
に
な
い
高
い
割
合

を
記
録
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
交
渉
の
進
捗

が
早
ま
っ
た
こ
と
は
評
価
し
て
よ
い
。
み
ん

な
が
今
春
闘
の
意
義
を
理
解
し
た
証
左
だ
。

　

要
求
を
出
さ
な
い
と
、
自
分
た
ち
の
会
社

の
ど
こ
が
問
題
で
ベ
ア
が
出
せ
な
い
の
か
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
人
件
費
比
率
が

高
い
か
ら
な
の
か
、
売
価
が
低
い
か
ら
な
の

か
、
原
材
料
費
が
高
い
か
ら
な
の
か
、
生
産

性
が
低
い
か
ら
な
の
か
。
こ
う
し
た
問
題
点

を
労
使
で
共
有
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
。

価
格
転
嫁
の
状
況
調
査
も
検
討

　

中
小
の
交
渉
で
は
、
格
差
是
正
を
進
め
る

た
め
に
も
、
額
を
前
面
に
出
す
こ
と
が
重
要

だ
。
引
き
上
げ
率
の
交
渉
に
な
り
や
す
い
の

だ
が
、
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
給
与
の
全

体
額
が
低
い
傾
向
に
あ
る
の
で
、
大
手
と
同

じ
引
き
上
げ
率
で
も
引
き
上
げ
額
は
低
く

な
っ
て
し
ま
う
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
の
ベ
ア
要
求
額
四
五
〇
〇
円
は
、

け
っ
し
て
高
い
水
準
で
は
な
い
。
経
営
側
は

要
求
額
が
高
い
な
ど
と
言
う
が
、
そ
ん
な
こ

と
を
言
う
よ
り
、
企
業
と
し
て
仕
入
れ
価
格

の
上
昇
に
伴
う
価
格
転
嫁
に
つ
い
て
取
り
組

む
べ
き
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
も
、
価
格
転
嫁
の
状
況
を

点
検
す
る
た
め
、
構
成
組
織
に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
中
だ
。

　

企
業
間
取
引
の
環
境
整
備
を
し
て
も
ら
わ

な
い
と
、
こ
の
国
で
中
小
企
業
は
成
立
し
な

い
し
、
地
方
や
地
場
の
企
業
の
経
営
も
良
く

な
っ
て
い
か
な
い
。

　

来
春
闘
は
、
方
針
の
検
討
時
期
が
全
体
的

に
早
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
物
価
上
昇
率
は

今
回
よ
り
も
高
ま
る
の
は
確
実
。
第
３
四
半

期
（
七
～
九
月
期
）
の
企
業
業
績
が
ど
う
な

る
か
な
ど
が
検
討
の
鍵
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。 

（
聞
き
手
・
荒
川
創
太
、
新
井
栄
三
）

JAM眞中会長
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■

流
通
・
小
売
、
食
品
関
係
の
賃
上
げ
状
況

流
通
・
小
売

　

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
傘
下
の
流
通
部
門
に
属
す

る
ス
ー
パ
ー
や
百
貨
店
、専
門
店
、総
合
サ
ー

ビ
ス
部
門
に
属
す
る
外
食
な
ど
の
労
働
組
合

で
も
、
ベ
ア
回
答
が
相
次
い
だ
。

ス
ー
パ
ー
は
二
〇
〇
〇
円
で
相
場
を
形
成

　

国
内
外
に
五
〇
〇
店
舗
以
上
を
展
開
す
る

総
合
小
売
業
・
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社

の
「
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ

ン
」（
正
社
員
組
合
員
一
万
七
〇
四
五
人
）。

賃
金
体
系
維
持
分
六
一
二
七
円
（
一
・
九

七
％
）
に
、賃
金
引
上
げ
分
（
ベ
ア
を
含
む
）

と
し
て
二
二
〇
〇
円
（
〇
・
七
一
％
）
を
加

え
、一
人
平
均
賃
上
げ
で
八
三
二
七
円
（
二
・

六
八
％
）を
獲
得
し
た（
平
均
年
齢
は
四
一
・

六
歳
、
平
均
勤
続
一
一
・
九
年
、
要
求
ベ
ー

ス
は
三
一
万
七
五
六
円
）。

　

ま
た
、
一
八
〇
店
舗
以
上
を
展
開
す
る
株

式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
「
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
労
組
」（
七
三
二
〇
人
）
で
も
、
賃
金

体
系
維
持
原
資
四
三
〇
二
円（
一
・
二
二
％
）

の
ほ
か
、賃
金
引
上
げ
分
二
〇
三
一
円
（
〇
・

五
八
％
）
を
含
む
、
一
人
平
均
賃
上
げ
六
三

三
三
円
（
一
・
八
％
）
で
妥
結
し
た
（
同
様

に
四
二
・
四
歳
、
二
一
・
〇
年
、
三
五
万
一

八
一
六
円
）。

　

食
品
を
中
心
と
し
た
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
「
ラ
イ
フ
労
組
」（
四
八
九
一
人
）
は
、
Ｕ

Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
妥
結
承
認
第
一
号
。
賃
金
体

系
維
持
原
資
と
し
て
四
一
五
四
円
（
一
・
五

五
％
）、
賃
金
引
上
げ
分
と
し
て
ベ
ア
二
〇

〇
〇
円
（
〇
・
七
四
％
）
＋
手
当
改
定
四
五

二
九
円
（
一
・
六
九
％
）
の
計
六
五
二
九
円

（
二
・
四
三
％
）
を
獲
得
し
、
一
人
平
均
一

万
六
八
三
円
（
三
・
九
八
％
）
の
賃
上
げ
回

答
に
漕
ぎ
着
け
た
（
三
三
・
八
歳
、
一
一
・

七
年
、
二
六
万
七
八
二
六
円
）。

　

ま
た
、
首
都
圏
最
大
の
食
品
ス
ー
パ
ー

チ
ェ
ー
ン「
マ
ル
エ
ツ
労
組
」（
二
五
五
七
人
）

は
、
賃
金
体
系
維
持
原
資
と
し
て
四
二
三
六

円
（
一
・
四
六
％
）、
賃
金
引
上
げ
分
と
し

て
ベ
ア
二
〇
〇
〇
円
（
〇
・
六
九
％
）
＋
手

当
改
定
八
〇
三
円
（
〇
・
二
八
％
）
を
引
き

出
し
、
一
人
平
均
賃
上
げ
を
七
〇
三
九
円

（
二
・
四
二
％
）
と
し
た
（
三
八
・
七
歳
、

一
五
・
五
年
、
二
九
万
三
二
一
円
）。

髙
島
屋
で
五
〇
〇
円
な
ど

　

百
貨
店
で
は
「
全
髙
島
屋
労
連
」（
五
三
七

四
人
）
が
、
賃
金
体
系
維
持
原
資
の
八
二
五

七
円
（
二
・
〇
六
％
）
に
、
賃
金
引
上
げ
分

（
ベ
ア
）
の
五
〇
〇
円
（
〇
・
一
二
％
）
を

合
わ
せ
た
、
一
人
平
均
賃
上
げ
八
七
五
七
円

（
二
・
一
八
％
）
で
妥
結
し
た
（
四
四
・
九

歳
、
二
二
・
四
年
、
四
〇
万
一
〇
九
五
円
）。

ニ
ト
リ
が
二
一
七
三
円
な
ど

　

一
方
、
家
具
・
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
の
販
売

等
を
手
掛
け
る
株
式
会
社
ニ
ト
リ
の
「
ニ
ト

リ
労
組
」（
三
一
六
〇
人
）。
賃
金
体
系
維
持

原
資
の
五
〇
二
七
円
（
一
・
五
九
％
）
に
、

賃
金
引
上
げ
分
（
ベ
ア
含
む
）
と
し
て
二
一

七
三
円
（
〇
・
六
九
％
）
を
合
わ
せ
、
一
人

平
均
七
二
〇
〇
円
（
二
・
二
八
％
）
で
妥
結

し
た
。
賃
上
げ
に
至
っ
た
背

景
に
つ
い
て
、会
社
側
は「
海

外
品
輸
入
主
体
の
当
社
に

と
っ
て
円
安
基
調
は
逆
風
で
、

一
円
の
円
安
で
約
一
一
億
円

の
影
響
が
あ
る
。
し
か
し
、

政
府
の
デ
フ
レ
脱
却
へ
向
け

た
一
手
と
す
る
賃
金
引
上
げ

要
請
と
他
社
動
向
を
鑑
み
、

例
年
以
上
の
給
与
引
き
上
げ

を
決
断
し
た
。
物
価
引
き
上

げ
目
標
を
上
回
る
給
与
引
き

上
げ
を
行
う
」
な
ど
と
説
明

し
た
。

　

家
電
量
販
店
の
「
ケ
ー
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
ユ
ニ
オ
ン
」
は
、
賃
金
体
系
維
持
原
資

と
し
て
四
九
二
五
円
（
一
・
九
九
％
）、
賃

金
引
上
げ
分
（
ベ
ア
）
と
し
て
二
五
七
五
円

（
一
・
〇
四
％
）
を
獲
得
。
一
人
平
均
賃
上

げ
を
七
五
〇
〇
円
（
三
・
〇
三
％
）
と
し
た
。

会
社
側
は
、
公
表
資
料
で
「
現
在
、
政
府
が

取
り
組
ん
で
い
る
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
経

済
政
策
の
一
つ
で
あ
る
賃
金
ア
ッ
プ
の
要
請

に
賛
同
し
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
を
図
り
、
さ
ら
な
る
経
営
基
盤
の
強
化
と

事
業
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
」
な
ど
と
説
明

し
た
。

餃
子
の
王
将
で
は
一
万
円
の
賃
上
げ

　

中
華
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
の
「
餃

子
の
王
将
ユ
ニ
オ
ン
」
は
、
賃
金
引
上
げ
分

一
万
円
（
四
・
九
二
％
）
を
含
む
、
一
人
平

均
賃
上
げ
一
万
七
〇
〇
八
円（
八
・
三
七
％
）

で
妥
結
し
た
。
大
幅
賃
上
げ
を
行
う
理
由
に

つ
い
て
、
同
社
は
「
来
期
以
降
の
環
境
は
、

消
費
増
税
に
よ
る
日
常
食
へ
の
節
約
志
向
が

継
続
し
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
思
慮
す
る
中
、

外
食
中
華
の
最
大
手
と
し
て
経
営
理
念
に
掲

げ
た
『
従
業
員
の
幸
せ
を
目
指
し
』、
新
人

事
制
度
の
導
入
と
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
、
新
卒
者
等
人
材
の
積
極
的
な
採
用

を
勘
案
し
、
こ
れ
ま
で
の
定
期
昇
給
に
加
え
、

新
た
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実
施
を
決
定
し

た
」
な
ど
と
し
て
い
る
。

　

釜
揚
げ
う
ど
ん
の
「
丸
亀
製
麺
」
な
ど
を

展
開
す
る
「
ト
リ
ド
ー
ル
労
組
」
も
、
賃
金

体
系
維
持
原
資
七
六
七
四
円（
二
・
八
六
％
）

に
加
え
、
賃
金
引
上
げ
分
（
ベ
ア
含
む
）
と

し
て
三
五
二
〇
円
（
一
・
三
一
％
）
を
引
き

出
し
、
一
人
平
均
賃
上
げ
を
一
万
一
一
九
四

円
（
四
・
一
七
％
）
と
し
た
。
ま
た
、ス
テ
ー

キ
の
「
ど
ん
ユ
ニ
オ
ン
」
で
も
、
賃
金
体
系

産別・企業・労組名など 賃上げ回答

UAゼンセン

帝人労働組合 定昇6069円＋900円

旭化成ｸﾞﾙｰﾌﾟ労連旭化成労働
組合 定昇6807円＋2520円

全東レ労連東レ労働組合 定昇5804円＋1800円

丸大食品労働組合 定昇2807円＋1000円

全プリマハム労働組合 定昇2563円＋2665円

マルエツ労働組合
定昇4236円＋ベア2000円＋手
当改定803円

イオンリテールワーカーズユ
ニオン 定昇6127円＋2200円

カスミユニオン 定昇5124円＋2033円

イトーヨーカドー労働組合 定昇4302円＋2031円

ニトリ労働組合 定昇5027円＋2173円

全髙島屋労働組合連合会 定昇8257円＋500円

ライフ労働組合 定昇4154円＋6529円

ケーズホールディングスユニ
オン 定昇相当4925円＋2575円

フード連合

日本ハム ベア1300円

伊藤ハム 定昇3084円＋ベア1000円

ニチレイ 定昇5300円＋ベア1000円

キッコーマン 定昇8770円＋ベア1000円

味の素 定昇7811円＋ベア1000円

日本製粉 改善原資1000円

フジパングループ 定昇3562円＋ベア1000円

ロッテ ベア相当分2380円

不二家 定昇+賃金改善730円
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維
持
原
資
五
八
〇
八
円
（
一
・
八
四
％
）
の

ほ
か
、
賃
金
引
上
げ
分
（
ベ
ア
）
と
し
て
三

六
六
三
円
（
一
・
一
六
％
）
を
獲
得
。
一
人

平
均
で
九
四
七
一
円
（
三
・
〇
％
）
の
賃
上

げ
回
答
と
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
プ
ロ
セ

ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
水
産
・
畜
産
・
農
産

や
生
鮮
デ
リ
カ
の
製
造
・
加
工
を
行
い
、
グ

ル
ー
プ
各
店
に
供
給
す
る
役
割
を
担
う
「
イ

オ
ン
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
労
組
」。
賃
金
体
系

維
持
原
資
で
あ
る
三
六
八
四
円
（
一
・
二

四
％
）（
内
訳
は
定
昇
分
二
八
九
七
円
（
〇
・

九
八
％
）
＋
昇
格
分
七
八
七
円
（
〇
・
二

六
％
））
に
加
え
、
賃
金
引
上
げ
分
と
し
て

五
八
一
六
円
（
一
・
九
六
％
）（
内
訳
は
ベ
ア

分
一
五
七
一
円
（
〇
・
五
三
％
）
＋
体
系
是

正
等
四
二
五
四
円
（
一
・
四
〇
％
））
を
獲
得
。

一
人
平
均
で
九
五
〇
〇
円
（
三
・
二
％
）
の

賃
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

食　

品

　

食
品
関
連
の
労
働
組
合
で
つ
く
る
フ
ー
ド

連
合
は
三
月
末
集
計
の
賃
上
げ
結
果
を
公
表

し
て
い
る
。
賃
上
げ
は
、
平
均
方
式
の
六
二

組
合
で
六
四
六
一
円
、
二
・
一
三
％
（
昨
年

五
四
七
四
円
、
一
・
八
四
％
）
と
昨
年
同
時

期
よ
り
額
で
九
八
七
円
、
率
で
〇
・
二
九
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
た
。
ベ
ア
・
賃
金
改
善
を
獲

得
し
た
組
合
は
、定
昇
（
相
当
分
）
が
分
か
っ

て
い
る
組
合
五
七
組
合
中
四
三
組
合
（
昨
年

一
四
組
合
）
と
、
約
八
割
近
く
の
組
合
が
獲

得
し
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
部
で
は
、
食
品
産
業
は
円
安
の
影
響
に

よ
る
原
燃
料
・
資
材
高
騰
の
影
響
が
非
常
に

大
き
く
、
業
績
の
見
通
し
が
不
透
明
と
い
う

理
由
で
大
変
厳
し
い
交
渉
と
な
っ
た
も
の
の
、

最
大
の
ヤ
マ
場
以
降
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く

ベ
ア
・
賃
金
改
善
を
獲
得
す
る
組
合
が
続
き
、

食
肉
部
会
や
糖
業
部
会
な
ど
を
は
じ
め
と
し

て
、
中
小
組
合
へ
も
確
実
に
波
及
効
果
を
も

た
ら
し
た
と
し
て
い
る
。

　

連
合
の
「
回
答
速
報
」
に
よ
る
と
、
フ
ー

ド
連
合
傘
下
で
は
、
ロ
ッ
テ
・
ベ
ア
相
当
分

二
三
八
〇
円
、
ニ
チ
レ
イ
六
三
〇
〇
円
（
ベ

ア
一
〇
〇
〇
円
）、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
九
七
七

〇
円
（
ベ
ア
一
〇
〇
〇
円
）、
松
谷
化
学
九

一
一
一
円（
ベ
ア
二
〇
〇
〇
円
）、日
本
製
粉
・

改
善
原
資
一
〇
〇
〇
円
、
敷
島
製
パ
ン
・
賃

金
改
善
二
六
九
円
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
ベ
ア

六
〇
〇
円
、
不
二
家
・
賃
金
改
善
七
三
〇
円

の
回
答
で
妥
結
し
て
い
る
。

■

パ
ー
ト
、
契
約
社
員
の
賃
上
げ
動
向

　

組
合
員
の
約
半
数
を
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や

契
約
社
員
な
ど
「
短
時
間
等
組
合
員
」
が
占

め
、
正
社
員
と
同
率
の
要
求
を
掲
げ
て
春
闘

に
臨
ん
だ
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
で
は
、
短
時
間
等

組
合
員
の
賃
上
げ
回
答
も
相
次
い
だ
。

　
「
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ

ン
」
が
、
契
約
社
員
（
月
給
制
）
に
つ
い
て

三
五
八
五
円
（
一
・
七
九
％
）、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
（
時
給
制
）
で
は
制
度
に
基
づ
く
昇

給
分
二
・
一
八
円
（
〇
・
二
五
％
）
＋
昇
格

昇
給
分
〇
・
六
六
円
（
〇
・
〇
七
％
）
＋
賃

金
引
上
げ
分
六
・
五
〇
円
（
〇
・
七
四
％
）

の
計
九
・
三
四
円
（
一
・
〇
六
％
）
を
獲
得

し
た
。
ま
た
、「
イ
オ
ン
九
州
労
組
」
で
も
、

契
約
社
員
で
二
九
七
〇
円
（
一
・
七
五
％
）、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
は
昇
格
昇
給
分
四
・
一

〇
円
（
〇
・
四
九
％
）
＋
賃
金
引
上
げ
分
五
・

七
〇
円
（
〇
・
六
八
％
）
の
計
九
・
八
〇
円

（
一
・
一
七
％
）
で
妥
結
し
た
。

　
「
三
越
伊
勢
丹
グ
ル
ー
プ
労
組
三
越
伊
勢

丹
支
部
」
は
、
契
約
社
員
に
つ
い
て
は
制
度

に
基
づ
く
昇
給
分
の
四
二
八
七
円
（
二
・
一

四
％
）、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
は
一
六
・
七

〇
円
（
一
・
五
九
％
）
で
妥
結
し
た
。

正
社
員
の
賃
上
げ
率
上
回
る
回
答
も

　

正
社
員
の
賃
上
げ
率
を
上
回
る
回
答
も
多

く
み
ら
れ
た
。

　
「
デ
ン
コ
ー
ド
ー
ユ
ニ
オ
ン
」
は
、
正
社

員
の
一
人
平
均
賃
上
げ
が
二
・
六
八
％
の
と

こ
ろ
、
契
約
社
員
（
月
給
制
）
に
つ
い
て
は

三
・
八
四
％
（
七
四
九
三
円
）、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
（
約
二
二
〇
〇
人
）
で
は
三
・
一
七
％

（
三
〇
・
〇
〇
円
）を
獲
得
し
た
。
ま
た
、「
全

イ
ズ
ミ
労
組
」
は
、
正
社
員
の
一
人
平
均
賃

上
げ
が
二
・
四
三
％
（
六
〇
〇
四
円
）
の
と

こ
ろ
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
は
二
・

五
〇
％
（
二
一
・
三
六
％
）
で
妥
結
。
セ
ブ

ン
＆
ア
イ
労
連
傘
下
の
「
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

労
組
」
は
、
正
社
員
の
一
人
平
均
賃
上
げ
が

一
・
八
五
％
（
五
三
二
九
円
）
に
対
し
、パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
は
二
・
四
四
％
（
二

一
・
四
〇
円
）
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　

イ
オ
ン
労
連
傘
下
の
「
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

北
海
道
労
組
」
で
は
、正
社
員
が
二
・
一
〇
％

（
四
九
三
四
円
）に
対
し
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

で
は
二
・
四
七
％
（
二
〇
・
四
〇
円
）
を
獲

得
し
た
。
ま
た
、
短
時
間
等
組
合
員
の
人
数

は
限
ら
れ
る
も
の
の
、「
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ

ン
タ
ー
労
組
」で
は
正
社
員
が
一
人
平
均
三
・

二
六
％
（
七
六
三
八
円
）
の
引
き
上
げ
に
対

し
、
契
約
社
員
は
四
・
〇
一
％
（
七
五
四
〇

円
）。「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ユ
ニ
オ
ン
」
で
は
正

社
員
が
三
・
九
九
％
（
一
万
四
二
三
四
円
）

引
き
上
げ
の
と
こ
ろ
、
契
約
社
員
は
六
・
三

四
％
（
一
万
二
三
一
九
円
）、「
イ
オ
ン
Ｃ
Ｆ

Ｓ
ユ
ニ
オ
ン
」
で
は
正
社
員
が
二
・
〇
四
％

（
五
九
四
二
円
）
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が

二
・
八
八
％
（
二
五
・
三
〇
円
）
な
ど
の
賃

上
げ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
出
し
て
い
る
。

　

専
門
店
で
は
「
ニ
ト
リ
労
組
」
が
、
正
社

員
の
一
人
平
均
賃
上
げ
で
二
・
二
八
％
（
七

二
〇
〇
円
）
に
対
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は

二
・
三
七
％
（
二
一
・
四
〇
円
）
で
妥
結
し

た
。
ま
た
、
短
時
間
等
組
合
員
の
人
数
は
限

ら
れ
る
が
、「
ア
ル
ペ
ン
労
組
」
で
正
社
員
が

ベ
ア
分
〇
・
五
二
％
（
一
七
五
三
円
）
を
含

む
一
人
平
均
賃
上
げ
一
・
八
〇
％
（
六
〇
五

四
円
）
の
と
こ
ろ
、
契
約
社
員
に
つ
い
て
は

制
度
に
基
づ
く
昇
給
分
と
し
て
一
・
六
一
％

（
四
一
二
八
円
）
＋
ベ
ア
分
と
し
て
〇
・
五

四
％
（
一
三
七
五
円
）
の
計
二
・
一
五
％
（
五

五
〇
三
円
）
を
獲
得
し
た
。「
Ｓ
Ｓ
Ｕ
Ａ
全

タ
カ
キ
ュ
ー
労
組
」
で
も
、
正
社
員
の
一
人

平
均
賃
上
げ
が
二
・
〇
〇
％（
六
三
〇
八
円
）

に
対
し
、
契
約
社
員
は
三
・
五
二
％
（
七
六

七
九
円
）
の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。

契
約
社
員
で
一
・
二
万
円
以
上
の
増
額
も

　

こ
の
ほ
か
、
引
き
上
げ
額
に
着
目
し
て
み

る
と
、
契
約
社
員
に
つ
い
て
は
イ
オ
ン
労
連

傘
下
の
「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ユ
ニ
オ
ン
」
で
一

万
二
三
一
九
円
の
ほ
か
、「
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー

セ
ン
タ
ー
労
組
」
の
七
五
四
〇
円
、「
デ
ン

コ
ー
ド
ー
ユ
ニ
オ
ン
」
の
七
四
九
三
円
な
ど

が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
は
、「
人
材

サ
ー
ビ
ス
ゼ
ネ
ラ
ル
ユ
ニ
オ
ン
あ
っ
と
ほ
ー

む
分
会
」
の
四
〇
・
〇
〇
円
（
三
・
一
六
％
）

の
ほ
か
、「
フ
ジ
グ
ル
ー
プ
労
連
オ
リ
ッ
ク
ス

レ
ン
タ
カ
ー
四
国
ユ
ニ
オ
ン
」
の
三
二
・
〇

円
（
三
・
八
〇
％
）、「
カ
ス
ミ
労
連
ワ
ン
ダ
ー

ユ
ニ
オ
ン
」の
三
〇
・
二
七
円（
三
・
〇
九
％
）

な
ど
の
賃
上
げ
が
目
立
つ
。


